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(57)【要約】
デバイスの処理回路は、ビデオデータのルーマブロック
を予測するのに利用可能な複数の導出モード（ＤＭ）が
ビデオデータのクロマブロックを予測するのにも利用可
能であると決定すること、ここで、クロマブロックは、
ルーマブロックに対応する、と、クロマブロックに関し
て予測モードの候補リストを作成すること、ここで、候
補リストは、複数のＤＭのうちの１つまたは複数のＤＭ
を含む、と、候補リストの任意のＤＭを使用してクロマ
ブロックをコード化すると決定することとを行うように
構成される。処理回路は、候補リストの１つまたは複数
のＤＭのうちの任意のＤＭを使用してクロマブロックを
コード化するとの決定に基づいて、クロマブロックをコ
ード化するために使用されるべき、候補リストの選択さ
れたＤＭを識別するインジケーションをコード化し得る
。処理回路は、候補リストの選択されたＤＭにしたがっ
てクロマブロックをコード化し得る。
【選択図】図１４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータをコード化する方法であって、
　前記ビデオデータのルーマブロックを予測するのに利用可能な複数の導出モード（ＤＭ
）が前記ルーマブロックに対応する前記ビデオデータのクロマブロックを予測するのにも
利用可能であると決定することと
　前記クロマブロックに関して予測モードの候補リストを作成すること、前記候補リスト
は、前記クロマブロックを予測するのに利用可能な前記複数のＤＭのうちの１つまたは複
数のＤＭを含む、と、
　前記候補リストの前記１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用して前記クロマ
ブロックをコード化すると決定することと、
　前記候補リストの前記１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用して前記クロマ
ブロックをコード化するとの前記決定に基づいて、前記クロマブロックをコード化するた
めに使用されるべき、前記候補リストの選択されたＤＭを識別するインジケーションをコ
ード化することと、
　前記候補リストの前記選択されたＤＭにしたがって前記クロマブロックをコード化する
ことと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記クロマブロックをコード化することは、前記クロマブロックを復号することを備え
、前記方法は、
　前記クロマブロックが前記候補リストの前記１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭ
を使用して符号化されることを示す１ビットフラグを、符号化済みビデオビットストリー
ムにおいて、受信すること、ここにおいて、前記候補リストの前記１つまたは複数のＤＭ
のうちの任意のＤＭを使用して前記クロマブロックをコード化すると決定することは、前
記受信した１ビットフラグの値に基づく、と、
　前記クロマブロックを復号するために使用されるべき、前記候補リストの前記選択され
たＤＭを識別するインデックス値を、前記符号化済みビデオビットストリームにおいて、
受信すること、ここにおいて、前記選択されたＤＭを識別する前記インジケーションをコ
ード化することは、前記受信したインデックス値を再構築することを備える、と
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記候補リストに含まれる前記１つまたは複数のＤＭは、前記対応するルーマブロック
の中央位置に関連する第１の予測モード、前記対応するルーマブロックの左上位置に関連
する第２の予測モード、前記対応するルーマブロックの右上位置に関連する第３の予測モ
ード、前記対応するルーマブロックの左下位置に関連する第４の予測モード、または前記
対応するルーマブロックの右下位置に関連する第５の予測モードのうちの１つまたは複数
を含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記クロマブロックをコード化することは、前記クロマブロックを復号することを備え
、前記方法は、
　前記クロマブロックが線形モデル（ＬＭ）モードを使用して符号化されるかどうかを示
す１ビットフラグを、符号化済みビデオビットストリームにおいて、受信することと、
　前記候補リストの前記１つまたは複数のＤＭの各それぞれのＤＭを示すデータを、前記
符号化済みビデオビットストリームにおいて、受信すること、ここにおいて、前記候補リ
ストを作成することは、前記１つまたは複数のＤＭの各それぞれのＤＭを示す前記受信し
たデータを再構築することを備える、と
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
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　コード化することは、符号化することを備え、前記方法は、
　前記候補リストの前記１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用して前記クロマ
ブロックをコード化するとの前記決定に基づいて、前記クロマブロックが前記候補リスト
の前記１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用して符号化されることを示す１ビ
ットフラグを、符号化済みビデオビットストリームにおいて、シグナリングすることと、
　前記候補リストの前記１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用して前記クロマ
ブロックをコード化するとの前記決定に基づいて、前記クロマブロックを復号するために
使用されるべき、前記候補リストの前記選択されたＤＭを識別するインデックス値を、前
記符号化済みビデオビットストリームにおいて、シグナリングすることと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記１つまたは複数のＤＭのうちの少なくとも２つのＤＭが同一であると決定すること
と、
　前記少なくとも２つの同一のＤＭのうちの厳密に１つのＤＭを前記候補リストに含める
ことと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記クロマブロックをコード化することは、前記クロマブロックを符号化することを備
え、前記方法は、
　前記クロマブロックが線形モデル（ＬＭ）モードを使用して符号化されるかどうかを示
す１ビットフラグを、符号化済みビデオビットストリームにおいて、シグナリングするこ
とと、
　前記候補リストの前記１つまたは複数のＤＭの各それぞれのＤＭを示すデータを、前記
符号化済みビデオビットストリームにおいて、シグナリングすることと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記候補リストは、前記１つまたは複数のＤＭの各々とは異なる１つまたは複数のクロ
マイントラ予測モードをさらに含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記クロマイントラ予測モードの各々は、前記クロマブロックの隣接クロマブロックを
予測するために使用されるモードに対応する、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記候補リストの少なくとも１つのそれぞれのクロマイントラ予測モードは、クロミナ
ンスデータを予測するためにのみ使用されるクロマ固有の予測モードである、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　デバイスであって、
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　前記メモリと通信する処理回路と
　を備え、前記処理回路は、
　前記メモリに記憶された前記ビデオデータのルーマブロックを予測するのに利用可能な
複数の導出モード（ＤＭ）が、前記メモリに記憶された前記ビデオデータのクロマブロッ
クを予測するのにも利用可能であると決定すること、ここで、前記クロマブロックは、前
記ルーマブロックに対応する、と、
　前記クロマブロックに関して予測モードの候補リストを作成すること、ここで、前記候
補リストは、前記クロマブロックを予測するのに利用可能な前記複数のＤＭのうちの１つ
または複数のＤＭを含む、と、
　前記候補リストの前記１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用して前記クロマ
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ブロックをコード化すると決定することと、
　前記候補リストの前記１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用して前記クロマ
ブロックをコード化するとの前記決定に基づいて、前記クロマブロックをコード化するた
めに使用されるべき、前記候補リストの選択されたＤＭを識別するインジケーションをコ
ード化することと、
　前記候補リストの前記選択されたＤＭにしたがって前記クロマブロックをコード化する
ことと
　を行うように構成される、デバイス。
【請求項１２】
　前記クロマブロックをコード化するために、前記処理回路は、前記クロマブロックを復
号するように構成され、前記処理回路は、
　前記クロマブロックが前記候補リストの前記１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭ
を使用して符号化されることを示す１ビットフラグを、符号化済みビデオビットストリー
ムにおいて、受信すること、ここにおいて、前記候補リストの前記１つまたは複数のＤＭ
のうちの任意のＤＭを使用して前記クロマブロックを復号するとの決定は、前記受信した
１ビットフラグの値に基づく、と、
　前記クロマブロックを復号するために使用されるべき、前記候補リストの前記選択され
たＤＭを識別するインデックス値を、前記符号化済みビデオビットストリームにおいて、
受信すること、ここにおいて、前記選択されたＤＭを識別する前記インジケーションを復
号するために、前記処理回路は、前記受信したインデックス値を再構築するように構成さ
れる、と、
　を行うようにさらに構成される、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記候補リストに含まれる前記１つまたは複数のＤＭは、前記対応するルーマブロック
の中央位置に関連する第１の予測モード、前記対応するルーマブロックの左上位置に関連
する第２の予測モード、前記対応するルーマブロックの右上位置に関連する第３の予測モ
ード、前記対応するルーマブロックの左下位置に関連する第４の予測モード、または前記
対応するルーマブロックの右下位置に関連する第５の予測モードのうちの１つまたは複数
を含む、
　請求項１２に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記クロマブロックをコード化するために、前記処理回路は、前記クロマブロックを復
号するように構成され、前記処理回路は、
　前記クロマブロックが線形モデル（ＬＭ）モードを使用して符号化されるかどうかを示
す１ビットフラグを、符号化済みビデオビットストリームにおいて、受信することと、
　前記候補リストの前記１つまたは複数のＤＭの各それぞれのＤＭを示すデータを、前記
符号化済みビデオビットストリームにおいて、受信すること、ここにおいて、前記候補リ
ストを作成するために、前記処理回路は、前記１つまたは複数のＤＭの各それぞれのＤＭ
を示す前記受信したデータを再構築するように構成される、と
　を行うようにさらに構成される、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１５】
　コード化するために、前記処理回路は、符号化するように構成され、前記処理回路は、
　前記候補リストの前記１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用して前記クロマ
ブロックをコード化するとの前記決定に基づいて、前記クロマブロックが前記候補リスト
の前記１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用して符号化されることを示す１ビ
ットフラグを、符号化済みビデオビットストリームにおいて、シグナリングすることと、
　前記候補リストの前記１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用して前記クロマ
ブロックをコード化するとの前記決定に基づいて、前記クロマブロックを復号するために
使用されるべき、前記候補リストの前記選択されたＤＭを識別するインデックス値を、前
記符号化済みビデオビットストリームにおいて、シグナリングすることと
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　を行うようにさらに構成される、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１６】
前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記１つまたは複数のＤＭのうちの少なくとも２つのＤＭが同一であると決定すること
と、
　前記少なくとも２つの同一のＤＭのうちの厳密に１つのＤＭを前記候補リストに含める
ことと
　を行うようにさらに構成される、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記クロマブロックをコード化するために、前記処理回路は、前記クロマブロックを符
号化するように構成され、前記処理回路は、
　前記クロマブロックが線形モデル（ＬＭ）モードを使用して符号化されるかどうかを示
す１ビットフラグを、符号化済みビデオビットストリームにおいて、シグナリングするこ
とと、
　前記候補リストの前記１つまたは複数のＤＭの各それぞれのＤＭを示すデータを、前記
符号化済みビデオビットストリームにおいて、シグナリングすることと
　を行うようにさらに構成される、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記候補リストは、
　前記１つまたは複数のＤＭのうちの少なくとも２つのＤＭが同一であると決定すること
と、
　前記少なくとも２つの同一のＤＭのうちの厳密に１つのＤＭを前記候補リストに含める
ことと
　またはより多くのＤＭ、
　を備えるさらなるものの各々とは異なる１つまたは複数のクロマイントラ予測モードを
さらに含む、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記クロマイントラ予測モードの各々は、前記クロマブロックのそれぞれの隣接クロマ
ブロックのコード化に関連付けられる、
　請求項１８に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記候補リストの少なくとも１つのそれぞれのクロマイントラ予測モードは、クロミナ
ンスデータを予測するためにのみ使用されるクロマ固有の予測モードである、
　請求項１８に記載のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　[0001]本願は、２０１６年８月１５日に出願された米国仮特許出願第６２／３７５，３
８３号および２０１６年１０月５日に出願された米国仮特許出願第６２／４０４，５７２
号の利益を主張し、これら各々の内容全体が参照によってここに組み込まれている。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示は、ビデオコーディングに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]デジタルビデオ能力は、デジタルテレビ、デジタルダイレクトブロードキャスト
システム、ワイヤレスブロードキャストシステム、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラップトッ
プまたはデスクトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、電子ブックリーダ、デジ
タルカメラ、デジタル記録デバイス、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームデバイス
、ビデオゲーム機、セルラ式または衛星無線電話、いわゆる「スマートフォン」、ビデオ
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テレビ会議デバイス、ビデオストリーミングデバイス、および同様のものを含む、広範囲
のデバイスに組み込まれることができる。デジタルビデオデバイスは、様々なビデオコー
ディング規格によって定義されている規格において説明されるもののようなビデオコーデ
ィング技法をインプリメントする。ビデオコーディング規格には、ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６
１、ＩＳＯ／ＩＥＣ ＭＰＥＧ－１ビジュアル、ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６２またはＩＳＯ／Ｉ
ＥＣ ＭＰＥＧ－２ビジュアル、ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３、ＩＳＯ／ＩＥＣ ＭＰＥＧ－４
ビジュアル、および（ＩＳＯ／ＩＥＣ ＭＰＥＧ－４ ＡＶＣとしても知られている）ＩＴ
Ｕ－Ｔ Ｈ．２６４に加え、そのＳＶＣ（Scalable Video Coding）およびＭＶＣ（Multiv
iew Video Coding）拡張が含まれる。
【０００４】
　[0004]加えて、新たなビデオコーディング規格、すなわち高効率ビデオコーディング（
ＨＥＶＣ）、が、ＩＴＵ－Ｔ ＶＣＥＧ（Video Coding Experts Group）とＩＳＯ／ＩＥ
Ｃ ＭＰＥＧ（Motion Picture Experts Group）とからなるＪＣＴ－ＶＣ（Joint Collabo
ration Team on Video Coding）によって最近開発された。以降「ＨＥＶＣ ＷＤ」と呼ば
れる最新のＨＥＶＣドラフト仕様は、http://phenix.int-evry.fr/jct/doc_end_user/doc
uments/14_Vienna/wg11/JCTVC-N1003-v1.zipから入手可能である。ＨＥＶＣと、ＲＥｘｔ
（Format Range）、ＳＨＶＣ（Scalability）、並びにＭＶ（Multi-View）（ＭＶ－ＨＥ
ＶＣ）拡張およびスクリーンコンテンツ拡張を含むその拡張との仕様は、http://phenix.
int-evry.fr/jct/doc_end_user/current_document.php?id=10481から入手可能である。Ｉ
ＴＵ－Ｔ ＶＣＥＧ（Ｑ６／１６）およびＩＳＯ／ＩＥＣ ＭＰＥＧ（ＪＴＣ １／ＳＣ ２
９／ＷＧ １１）は、現在、（スクリーンコンテンツコーディングおよび高ダイナミック
レンジコーディングのための現在の拡張および近々の拡張を含む）現在のＨＥＶＣ規格の
ものを大幅に上回る圧縮能力を有した将来のビデオコーディング技術の標準化に対する潜
在的な必要性を研究している。
【０００５】
　[0005]グループは、この分野の専門家が提案する圧縮技術設計を評価するために、ＪＶ
ＥＴ（Joint Video Exploration Team）として知られている共同研究の取組みにおいてこ
の探査活動に一緒に取り組んでいる。ＪＶＥＴは、２０１５年１０月１９－２１日の間に
初めて開かれた。最新バージョンの参照ソフトウェア、すなわちＪＥＭ３（Joint Explor
ation Model 3）は、https://jvet.hhi.fraunhofer.de/svn/svn_HMJEMSoftware/tags/HM-
16.6-JEM-3.0/.からダウンロード可能である。ＪＥＭ３についてのアルゴリズム記述は、
Ｊ．Ｃｈｅｎ，Ｅ．Ａｌｓｈｉｎａ，Ｇ．Ｊ．Ｓｕｌｌｉｖａｎ，Ｊ．－Ｒ．Ｏｈｍ，お
よびＪ．Ｂｏｙｃｅによる「Algorithm description of Joint Exploration Test Model 
3」，ＪＶＥＴ－Ｃ１００１，ジュネーブ、２０１６年６月、においてさらに説明されて
いる。
【０００６】
　[0006]ビデオデバイスは、そのようなビデオコーディング技法をインプリメントするこ
とでより効率的にデジタルビデオ情報を送信、受信、符号化、復号、および／または記憶
し得る。ビデオコーディング技法は、ビデオシーケンスに内在する冗長性を低減または取
り除くために、空間（イントラピクチャ）予測および／または時間（インターピクチャ）
予測を含む。ブロックベースのビデオコード化の場合、ビデオスライス（例えば、ビデオ
フレームまたはビデオフレームの一部）は、いくつかの技法では、ツリーブロック、コー
ド化単位（ＣＵ）、および／またはコード化ノードとも呼ばれ得るビデオブロックへと区
分化され得る。ピクチャのイントラコード化された（Ｉ）スライス中のビデオブロックは
、同じピクチャにおける隣接ブロック中の基準サンプルに対して空間予測を使用して符号
化される。ピクチャのインターコード化された（ＰまたはＢ）スライス中のビデオブロッ
クは、同じピクチャにおける隣接ブロック中の基準サンプルに対して空間予測を使用する
かまたは他の参照ピクチャ中の基準サンプルに対して時間予測を使用し得る。ピクチャは
、フレームと呼ばれ得、参照ピクチャは、参照フレームと呼ばれ得る。
【０００７】
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　[0007]空間または時間予測は、コード化されることとなるブロックについての予測ブロ
ックをもたらす。残差データは、コード化されることとなる元のブロックと予測ブロック
との間の画素差を表す。インターコード化されたブロックは、予測ブロックを形成する基
準サンプルのブロックを指し示す動きベクトルと、コード化されたブロックと予測ブロッ
クとの間の差分を示す残差データとにしたがって符号化される。イントラコード化された
ブロックは、イントラコード化モードと残差データとにしたがって符号化される。さらな
る圧縮のために、残差データは、画素ドメインから変換ドメインに変換され得、これは、
残差変換係数をもたらし、これはその後量子化され得る。最初は二次元アレイで配置され
ている、量子化変換係数（quantized transform coefficient）が、一次元ベクトルの変
換係数を作り出すために走査され得、エントロピーコード化が、さらなる圧縮を達成する
ために適用され得る。
【発明の概要】
【０００８】
　[0008]一般に、本開示は、いくつかのケースでは、ルーマ成分およびクロマ成分に対し
て異なる分割情報を提供するツリー構造にしたがったイントラ予測を使用したビデオデー
タのコード化（例えば、復号または符号化）に関する技法を説明する。すなわち、説明さ
れる技法が互換性を有する様々な区分化スキームによれば、ルーマ区分化ツリー構造は、
対応するクロマ区分化ツリー構造から分離され得る。説明される技法は、ＨＥＶＣの拡張
または次世代のビデオコーディング規格のような、アドバンスドビデオコーデックのコン
テキストにおいて使用され得る。
【０００９】
　[0009]一例では、ビデオデータをコード化するためのデバイスは、メモリと、このメモ
リと通信する処理回路とを含む。デバイスのメモリは、ビデオデータを記憶するように構
成される。処理回路は、メモリに記憶されたビデオデータのルーマブロックを予測するの
に利用可能な複数の導出モード（ＤＭ）が、メモリに記憶されたビデオデータのクロマブ
ロックを予測するのにも利用可能であると決定するように構成され、クロマブロックはル
ーマブロックに対応する。処理回路は、クロマブロックに関して予測モードの候補リスト
を作成するようにさらに構成され、候補リストは、クロマブロックを予測するのに利用可
能な複数のＤＭのうちの１つまたは複数のＤＭを含む。処理回路は、候補リストの１つま
たは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用してクロマブロックをコード化すると決定する
ことと、候補リストの１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用してクロマブロッ
クをコード化するとの決定に基づいて、クロマブロックをコード化するために使用される
べき、候補リストの選択されたＤＭを識別するインジケーションをコード化することとを
行うようにさらに構成される。処理回路は、候補リストの選択されたＤＭにしたがってク
ロマブロックをコード化するようにさらに構成される。
【００１０】
　[0010]別の例では、ビデオデータをコード化する方法は、ビデオデータのルーマブロッ
クを予測するのに利用可能な複数の導出モード（ＤＭ）がルーマブロックに対応するビデ
オデータのクロマブロックを予測するのにも利用可能であると決定することを含む。方法
は、クロマブロックに関して予測モードの候補リストを作成すること、ここで、候補リス
トは、クロマブロックを予測するのに利用可能な複数のＤＭのうちの１つまたは複数のＤ
Ｍを含む、と、候補リストの１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用してクロマ
ブロックをコード化すると決定することとをさらに含む。方法は、候補リストの１つまた
は複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用してクロマブロックをコード化するとの決定に基
づいて、クロマブロックをコード化するために使用されるべき、候補リストの選択された
ＤＭを識別するインジケーションをコード化することと、候補リストの選択されたＤＭに
したがってクロマブロックをコード化することとをさらに含む。
【００１１】
　[0011]別の例では、装置は、ビデオデータのルーマブロックを予測するのに利用可能な
複数の導出モード（ＤＭ）がルーマブロックに対応するビデオデータのクロマブロックを
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予測するのにも利用可能であると決定するための手段を含む。方法は、クロマブロックに
関して予測モードの候補リストを作成すること、ここで、候補リストは、クロマブロック
を予測するのに利用可能な複数のＤＭのうちの１つまたは複数のＤＭを含む、と、候補リ
ストの１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用してクロマブロックをコード化す
ると決定することとをさらに含む。装置は、クロマブロックに関して予測モードの候補リ
ストを作成するための手段、ここで、候補リストは、クロマブロックを予測するのに利用
可能な複数のＤＭのうちの１つまたは複数のＤＭを含む、と、候補リストの１つまたは複
数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用してクロマブロックをコード化すると決定するための
手段とをさらに含む。装置は、候補リストの１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを
使用してクロマブロックをコード化するとの決定に基づいて、クロマブロックをコード化
するために使用されるべき、候補リストの選択されたＤＭを識別するインジケーションを
コード化するための手段と、候補リストの選択されたＤＭにしたがってクロマブロックを
コード化するための手段とをさらに含む。
【００１２】
　[0012]別の例では、非一時的なコンピュータ読取可能な記憶媒体は、命令で符号化され
、これら命令は、実行されると、コンピューティングデバイスのプロセッサに、ビデオデ
ータのルーマブロックを予測するのに利用可能な複数の導出モード（ＤＭ）がルーマブロ
ックに対応するビデオデータのクロマブロックを予測するのにも利用可能であると決定さ
せる。命令は、実行されると、プロセッサに、クロマブロックに関して予測モードの候補
リストを作成すること、ここで、候補リストは、クロマブロックを予測するのに利用可能
な複数のＤＭのうちの１つまたは複数のＤＭを含む、と、候補リストの１つまたは複数の
ＤＭのうちの任意のＤＭを使用してクロマブロックをコード化すると決定することとをさ
らに行わせる。命令は、実行されると、プロセッサに、クロマブロックに関して予測モー
ドの候補リストを作成すること、ここで、候補リストは、クロマブロックを予測するのに
利用可能な複数のＤＭのうちの１つまたは複数のＤＭを含む、と、候補リストの１つまた
は複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用してクロマブロックをコード化すると決定するこ
ととをさらに行わせる。命令は、実行されると、プロセッサに、候補リストの１つまたは
複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用してクロマブロックをコード化するとの決定に基づ
いて、クロマブロックをコード化するために使用されるべき、候補リストの選択されたＤ
Ｍを識別するインジケーションをコード化することと、候補リストの選択されたＤＭにし
たがってクロマブロックをコード化することとをさらに行わせる。
【００１３】
　[0013]別の例では、ビデオデータをコード化するためのデバイスは、メモリと、このメ
モリと通信する処理回路とを含む。デバイスのメモリは、ビデオデータを記憶するように
構成される。処理回路は、メモリに記憶されたビデオデータのクロマブロックについての
最確モード（ＭＰＭ）候補リストを、このＭＰＭ候補リストが、クロマブロックに関連す
るビデオデータのルーマブロックに関連する１つまたは複数の導出モード（ＤＭ）と、ビ
デオデータの輝度成分をコード化するために使用可能な複数のルーマ予測モードとを含む
ように作成するように構成される。処理回路は、ＭＰＭ候補リストからモードを選択する
ことと、ＭＰＭ候補リストから選択されたモードにしたがってクロマブロックをコード化
することとを行うようにさらに構成される。
【００１４】
　[0014]別の例では、ビデオデータのクロマブロックについての最確モード（ＭＰＭ）候
補リストを、このＭＰＭ候補リストが、クロマブロックに関連するビデオデータのルーマ
ブロックに関連する１つまたは複数の導出モード（ＤＭ）と、ビデオデータの輝度成分を
コード化するために使用可能な複数のルーマ予測モードとを含むように作成することを含
む。方法は、ＭＰＭ候補リストからモードを選択することと、ＭＰＭ候補リストから選択
されたモードにしたがってクロマブロックをコード化することとをさらに含む。
【００１５】
　[0015]別の例では、装置は、ビデオデータのクロマブロックについての最確モード（Ｍ
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ＰＭ）候補リストを、このＭＰＭ候補リストが、クロマブロックに関連するビデオデータ
のルーマブロックに関連する１つまたは複数の導出モード（ＤＭ）と、ビデオデータの輝
度成分をコード化するために使用可能な複数のルーマ予測モードとを含むように作成する
ための手段を含む。装置は、ＭＰＭ候補リストからモードを選択するための手段と、ＭＰ
Ｍ候補リストから選択されたモードにしたがってクロマブロックをコード化するための手
段とをさらに含む。
【００１６】
　[0016]別の例では、非一時的なコンピュータ読取可能な記憶媒体は、命令で符号化され
、これら命令は、実行されると、コンピューティングデバイスのプロセッサに、ビデオデ
ータのクロマブロックについての最確モード（ＭＰＭ）候補リストを、このＭＰＭ候補リ
ストが、クロマブロックに関連するビデオデータのルーマブロックに関連する１つまたは
複数の導出モード（ＤＭ）と、ビデオデータの輝度成分をコード化するために使用可能な
複数のルーマ予測モードとを含むように作成させる。命令は、実行されると、コンピュー
ティングデバイスのプロセッサに、ＭＰＭ候補リストからモードを選択することと、ＭＰ
Ｍ候補リストから選択されたモードにしたがってクロマブロックをコード化することとを
さらに行わせる。
【００１７】
　[0017]１つまたは複数の例の詳細は、添付の図面および以下の説明で明記される。他の
特徴、目的、および利点は、本説明および図面からおよび特許請求の範囲から明らかにな
るであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本開示の技法を実行するように構成され得る例となるビデオ符号化およ
び復号システムを例示するブロック図である。
【図２】図２は、本開示の技法を実行するように構成され得るビデオエンコーダの例を例
示するブロック図である。
【図３】図３は、本開示の技法を実行するように構成され得るビデオデコーダの例を例示
するブロック図である。
【図４】図４は、イントラ予測の態様を例示する概念図である。
【図５】図５は、ルーマブロックについてのイントラ予測モードを例示する概念図である
。
【図６】図６は、平面モードの態様を例示する概念図である。
【図７】図７は、ＨＥＶＣに係る角度モードの態様を例示する概念図である。
【図８】図８は、ピクチャにおけるルーマおよびクロマサンプルの公称の垂直および水平
ロケーションの例を例示する概念図である。
【図９】図９は、線形モデル（ＬＭ）モードに係る予測において使用されるパラメータの
導出に使用されるサンプルのロケーションを例示する概念図である。
【図１０】図１０は、四分木二分木（ＱＴＢＴ）構造を例示する概念図である。
【図１１Ａ】図１１Ａは、ＱＴＢＴ区分化スキームに係る、対応するルーマおよびクロマ
ブロックについての別個の区分化構造の例を例示する。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、ＱＴＢＴ区分化スキームに係る、対応するルーマおよびクロマ
ブロックについての別個の区分化構造の例を例示する。
【図１２Ａ】図１２Ａは、本開示の１つまたは複数の態様に係る、クロマ予測モードの適
応順序付けのための隣接ブロックセクションを例示する。
【図１２Ｂ】図１２Ｂは、本開示の１つまたは複数の態様に係る、クロマ予測モードの適
応順序付けのための隣接ブロックセクションを例示する。
【図１３Ａ】図１３Ａは、上述した複数のＤＭモード選択ベース技法にしたがってクロマ
イントラ予測モードを選択するためにビデオ符号化および復号デバイスが使用し得るブロ
ック位置の例を例示する概念図である。
【図１３Ｂ】図１３Ｂは、上述した複数のＤＭモード選択ベース技法にしたがってクロマ
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イントラ予測モードを選択するためにビデオ符号化および復号デバイスが使用し得るブロ
ック位置の例を例示する概念図である。
【図１４】図１４は、本開示の態様に係る、ビデオ復号デバイスの処理回路が実行し得る
例となるプロセスを例示するフローチャートである。
【図１５】図１５は、本開示の態様に係る、ビデオ符号化デバイスの処理回路が実行し得
る例となるプロセスを例示するフローチャートである。
【図１６】図１６は、本開示の態様に係る、ビデオ復号デバイスの処理回路が実行し得る
例となるプロセスを例示するフローチャートである。
【図１７】図１７は、本開示の態様に係る、ビデオ符号化デバイスの処理回路が実行し得
る例となるプロセスを例示するフローチャートである。
【詳細な説明】
【００１９】
　[0035]図１は、動きベクトル予測のための本開示の技法を実行するように構成され得る
例となるビデオ符号化および復号システム１０を例示するブロック図である。図１に示さ
れるように、システム１０は、宛先デバイス１４によって後の時間に復号されることとな
る符号化済みビデオデータを供給するソースデバイス１２を含む。特に、ソースデバイス
１２は、コンピュータ読取可能な媒体１６を介して宛先デバイス１４にビデオデータを供
給する。ソースデバイス１２および宛先デバイス１４は、デスクトップコンピュータ、ノ
ートブック（すなわち、ラップトップ）コンピュータ、タブレットコンピュータ、セット
トップボックス、いわゆる「スマート」フォンのような電話ハンドセット、いわゆる「ス
マート」パッド、テレビ、カメラ、ディスプレイデバイス、デジタルメディアプレーヤ、
ビデオゲーム機、ビデオストリーミングデバイス、または同様のものを含む、広範囲のデ
バイスのうちの任意のものを備え得る。いくつかのケースでは、ソースデバイス１２およ
び宛先デバイス１４は、ワイヤレス通信のために装備され得る。
【００２０】
　[0036]宛先デバイス１４は、コンピュータ読取可能な媒体１６を介して、復号されるこ
ととなる符号化済みビデオデータを受信し得る。コンピュータ読取可能な媒体１６は、符
号化済みビデオデータをソースデバイス１２から宛先デバイス１４に移動させる能力があ
る任意のタイプの媒体またはデバイスを備え得る。一例では、コンピュータ読取可能な媒
体１６は、ソースデバイス１２が符号化済みビデオデータをリアルタイムに直接宛先デバ
イス１４に送信することを可能にするための通信媒体を備え得る。符号化済みビデオデー
タは、ワイヤレス通信プロトコルのような通信規格にしたがって変調され、宛先デバイス
１４に送信され得る。通信媒体は、無線周波数（ＲＦ）スペクトルまたは１つまたは複数
の物理伝送線のような任意のワイヤレスまたはワイヤード通信媒体を備え得る。通信媒体
は、ローカルエリアネットワーク、広域ネットワーク、またはインターネットのようなグ
ローバルネットワークといった、パケットベースのネットワークの一部を形成し得る。通
信媒体は、ルータ、スイッチ、基地局、またはソースデバイス１２から宛先デバイス１４
への通信を容易にするのに有用であり得る任意の他の機器を含み得る。
【００２１】
　[0037]いくつかの例では、符号化済みデータは、出力インターフェース２２から記憶デ
バイスに出力され得る。同様に、符号化済みデータは、入力インターフェースによって記
憶デバイスからアクセスされ得る。記憶デバイスは、ハードドライブ、ブルーレイディス
ク、ＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、フラッシュメモリ、揮発性または非揮発性メモリ、または符
号化済みビデオデータを記憶するための任意の他の適切なデジタル記憶媒体のような様々
な分散型または局所的にアクセスされるデータ記憶媒体のうちの任意のものを含み得る。
さらなる例では、記憶デバイスは、ファイルサーバ、またはソースデバイス１２によって
生成される符号化済みビデオを記憶し得る別の中間記憶デバイスに対応し得る。宛先デバ
イス１４は、ストリーミングまたはダウンロードを介して、記憶デバイスからの記憶され
たビデオデータにアクセスし得る。ファイルサーバは、符号化済みビデオデータを記憶す
るおよび符号化済みビデオデータを宛先デバイス１４に送信する能力がある任意のタイプ
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のサーバであり得る。例となるファイルサーバには、（例えば、ウェブサイトのための）
ウェブサーバ、ＦＴＰサーバ、ネットワーク接続記憶（ＮＡＳ）デバイス、またはローカ
ルディスクドライブが含まれる。宛先デバイス１４は、インターネット接続を含む、任意
の標準データ接続を通して符号化済みビデオデータにアクセスし得る。これは、ファイル
サーバに記憶されている符号化済みビデオデータにアクセスするのに適したワイヤレスチ
ャネル（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ接続）、ワイヤード接続（例えば、ＤＳＬ、ケーブルモデム
、等）または両方の組合せを含み得る。記憶デバイスからの符号化済みビデオデータの送
信は、ストリーミング送信、ダウンロード送信、またはそれらの組合せであり得る。
【００２２】
　[0038]本開示の技法は、必ずしも、ワイヤレスアプリケーションまたはセッティングに
制限されるわけではない。本技法は、無線テレビ放送、ケーブルテレビ送信、衛星テレビ
送信、ＤＡＳＨ（dynamic adaptive streaming over HTTP）のようなインターネットスト
リーミングビデオ送信、データ記憶媒体上で符号化されるデジタルビデオ、データ記憶媒
体上に記憶されたデジタルビデオの復号、または他のアプリケーションのような、様々な
マルチメディアアプリケーションのうちの任意のものをサポートして、ビデオコード化に
適用され得る。いくつかの例では、システム１０は、ビデオストリーミング、ビデオ再生
、ビデオブロードキャスト、および／またはビデオ電話のようなアプリケーションをサポ
ートするために、単方向または双方向のビデオ送信をサポートするように構成され得る。
【００２３】
　[0039]図１の例では、ソースデバイス１２は、ビデオソース１８と、ビデオエンコーダ
２０と、出力インターフェース２２とを含む。宛先デバイス１４は、入力インターフェー
ス２８と、ビデオデコーダ３０と、ディスプレイデバイス３２とを含む。本開示にしたが
って、ソースデバイス１２のビデオエンコーダ２０は、本開示の技法を動きベクトル予測
に適用するように構成され得る。他の例では、ソースデバイスおよび宛先デバイスは、他
の構成要素または配置を含み得る。例えば、ソースデバイス１２は、外部カメラのような
外部ビデオソース１８からビデオデータを受信し得る。同様に、宛先デバイス１４は、統
合されたディスプレイデバイスを含むよりむしろ外部ディスプレイデバイスとインターフ
ェース接続し得る。
【００２４】
　[0040]図１の例示されるシステム１０は一例に過ぎない。動きベクトル予測のための本
開示の技法は、任意のデジタルビデオ符号化および／または復号デバイスによって実行さ
れ得る。一般に、本開示の技法は、ビデオ符号化デバイスによって実行されるが、本技法
は、典型的に「ＣＯＤＥＣ」と呼ばれるビデオエンコーダ／デコーダによっても実行され
得る。さらに、本開示の技法は、ビデオプレプロセッサによっても実行され得る。ソース
デバイス１２および宛先デバイス１４は、ソースデバイス１２が宛先デバイス１４への送
信のためのコード化済みビデオデータを生成するそのようなコード化デバイスの例に過ぎ
ない。いくつかの例では、デバイス１２、１４は、デバイス１２、１４の各々がビデオ符
号化および復号構成要素を含むような略対称的に動作し得る。そのため、システム１０は
、例えば、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロードキャスティング、または
ビデオ電話のために、ビデオデバイス１２、１４の間の単方向または双方向のビデオ送信
をサポートし得る。
【００２５】
　[0041]ソースデバイス１２のビデオソース１８は、ビデオカメラのようなビデオキャプ
チャデバイス、前にキャプチャされたビデオを含むビデオアーカイブ、および／またはビ
デオコンテンツプロバイダからビデオを受信するためのビデオフィードインターフェース
を含み得る。さらなる代替として、ビデオソース１８は、ライブビデオ、アーカイブされ
たビデオ、およびコンピュータ生成されたビデオの組合せ、またはソースビデオとしてコ
ンピュータグラフィックベースのデータを生成し得る。いくつかのケースでは、ビデオソ
ース１８がビデオカメラである場合、ソースデバイス１２および宛先デバイス１４は、い
わゆるカメラ電話またはビデオ電話を形成し得る。しかしながら、上述したように、本開
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示で説明される技法は、一般にビデオコード化に適用可能であり得、ワイヤレスおよび／
またはワイヤードアプリケーションに適用され得る。いずれのケースでも、キャプチャさ
れた、前にキャプチャされた、またはコンピュータ生成されたビデオは、ビデオエンコー
ダ２０によって符号化され得る。その後、符号化済みビデオ情報は、コンピュータ読取可
能な媒体１６上に出力インターフェース２２によって出力され得る。
【００２６】
　[0042]コンピュータ読取可能な媒体１６は、ワイヤレスブロードキャストまたはワイヤ
ードネットワーク送信のような一時的な媒体、またはハードディスク、フラッシュドライ
ブ、コンパクトディスク、デジタルビデオディスク、ブルーレイディスク、または他のコ
ンピュータ読取可能な媒体のような記憶媒体（すなわち、非一時的な記憶媒体）を含み得
る。いくつかの例では、ネットワークサーバ（図示されない）は、符号化済みビデオデー
タをソースデバイス１２から受信し、例えば、ネットワーク送信を介して、符号化済みビ
デオデータを宛先デバイス１４に供給し得る。同様に、ディスクスタンピング設備のよう
な媒体製造設備（medium production facility）のコンピューティングデバイスは、符号
化済みビデオデータをソースデバイス１２から受信し、符号化済みビデオデータを含むデ
ィスクを作り出し得る。したがって、コンピュータ読取可能な媒体１６は、様々な例では
、様々な形式の１つまたは複数のコンピュータ読取可能な媒体を含むと理解され得る。
【００２７】
　[0043]宛先デバイス１４の入力インターフェース２８は、コンピュータ読取可能な媒体
１６から情報を受信する。コンピュータ読取可能な媒体１６の情報は、ブロックおよび他
のコード化された単位、例えばＧＯＰ、の処理および／または特性を説明するシンタック
ス要素を含む、ビデオエンコーダ２０によって定義され、そしてまたビデオデコーダ３０
によっても使用されるシンタックス情報を含み得る。ディスプレイデバイス３２は、復号
済みビデオデータをユーザに表示し、ブラウン管（ＣＲＴ）、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ
）、プラズマディスプレイ、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイ、または別の
タイプのディスプレイデバイスのような様々なディスプレイデバイスのうちの任意のもの
を備え得る。
【００２８】
　[0044]ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、高効率ビデオコーディング
（ＨＥＶＣ）規格、ＨＥＶＣ規格への拡張、またはＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６６といった後続
の規格のようなビデオコーディング規格にしたがって動作し得る。代替的に、ビデオエン
コーダ２０およびビデオデコーダ３０は、別名、ＭＰＥＧ－４，パート１０，アドバンス
ドビデオコーディング（ＡＶＣ）と呼ばれるＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６４規格またはそのよう
な規格の拡張のような他の専有規格または業界規格にしたがって動作し得る。しかしなが
ら、本開示の技法は、いずれの特定のコーディング規格にも限定されない。ビデオコーデ
ィング規格の他の例は、ＭＰＥＧ－２およびＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３を含む。図１には示
されていないが、いくつかの態様では、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０
は、各々、オーディオエンコーダおよびデコーダと統合され得、共通データストリームま
たは別個のデータストリームにおけるオーディオおよびビデオの両方の符号化に対処する
ために、好適なＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニットまたは他のハードウェアおよびソフトウェア
を含み得る。適用可能な場合、ＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニットは、ＩＴＵ Ｈ．２２３マル
チプレクサプロトコルに、またはユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）のような他の
プロトコルに準拠し得る。
【００２９】
　[0045]ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は各々、１つまたは複数のマイ
クロプロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳ
ＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、ディスクリート論理回路
、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せのような
、様々な適切なエンコーダ回路のうちの任意のものとしてインプリメントされ得る。本技
法が部分的にソフトウェアでインプリメントされる場合、デバイスは、本開示の技法を実
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行するために、このソフトウェアのための命令を、適切で非一時的なコンピュータ読取可
能な媒体に記憶し、１つまたは複数のプロセッサを使用してハードウェアで命令を実行し
得る。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０の各々は、１つまたは複数のエン
コーダまたはデコーダに含まれ得、それらのうちのどちらも、それぞれのデバイスにおい
て複合エンコーダ／デコーダ（ＣＯＤＥＣ）の一部として統合され得る。
【００３０】
　[0046]ビデオコーディング規格には、ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６１、ＩＳＯ／ＩＥＣ ＭＰＥ
Ｇ－１ビジュアル、ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６２またはＩＳＯ／ＩＥＣ ＭＰＥＧ－２ビジュア
ル、ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６３、ＩＳＯ／ＩＥＣ ＭＰＥＧ－４ビジュアル、および（ＩＳＯ
／ＩＥＣ ＭＰＥＧ－４ ＡＶＣとしても知られている）ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６４に加え、
そのＳＶＣ（Scalable Video Coding）およびＭＶＣ（Multiview Video Coding）拡張が
含まれる。ＭＶＣの１つの共同ドラフトは、「Advanced video coding for generic audi
ovisual services」，ＩＴＵ－Ｔ Ｒｅｃｏｍｍｅｎｄａｔｉｏｎ Ｈ．２６４，２０１０
年３月、に記載されている。
【００３１】
　[0047]加えて、ＩＴＵ－Ｔ ＶＣＥＧ（Video Coding Experts Group）とＩＳＯ／ＩＥ
Ｃ ＭＰＥＧ（Motion Picture Experts Group）とからなるＪＣＴ－ＶＣ（Joint Collabo
ration Team on Video Coding）によって開発された、新たに開発されたビデオコーディ
ング規格、すなわち高効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）が存在する。ＨＥＶＣの最新
のドラフトは、http://phenix.int-evry.fr/jct/doc_end_user/documents/12_Geneva/wg1
1/JCTVC-L1003-v34.zipから入手可能である。ＨＥＶＣ規格はまた、いずれも「High effi
ciency video coding」と題し、いずれも２０１４年１０月に発行されたＲｅｃｏｍｍｅ
ｎｄａｔｉｏｎ　ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６５および国際規格ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２
において共同で提示されている。
【００３２】
　[0048]ＪＣＴ－ＶＣは、ＨＥＶＣ規格を開発した。ＨＥＶＣ規格化の取組みは、ＨＥＶ
Ｃテストモデル（ＨＭ）と呼ばれる、ビデオコード化デバイスの発展型モデルに基づいて
いる。ＨＭは、例えば、ＩＴＵ－Ｔ Ｈ．２６４／ＡＶＣにしたがって、既存のデバイス
に対してビデオコード化デバイスのいくつかの追加の能力を仮定する。例えば、Ｈ．２６
４が、９つのイントラ予測符号化モードを提供するのに対し、ＨＥＶＣ ＨＭは、３３個
ものイントラ予測符号化モードを提供し得る。
【００３３】
　[0049]一般に、ＨＭのワーキングモデルは、ビデオフレームまたはピクチャがルーマお
よびクロマサンプルの両方を含む最大コード化単位（ＬＣＵ）またはツリーブロックのシ
ーケンスに分割され得ることを説明する。ビットストリーム内のシンタックスデータは、
画素数の観点から最大コード化単位であるＬＣＵについてのサイズを定義し得る。スライ
スは、コード化順序で連続した多数のツリーブロックを含む。ビデオフレームまたはピク
チャは、１つまたは複数のスライスへと区分化され得る。各ツリーブロックは四分木にし
たがってコード化単位（ＣＵ）に分割され得る。一般に、四分木データ構造は、ルートノ
ードがツリーブロックに対応する状態で１つのＣＵにつき１つのノードを含む。ＣＵが４
つのサブＣＵへと分割される場合、ＣＵに対応するノードは、４つのリーフノードを含み
、それらの各々がサブＣＵのうちの１つに対応する。
【００３４】
　[0050]四分木データ構造の各ノードは、対応するＣＵにシンタックスデータを供給し得
る。例えば、四分木におけるノードは、このノードに対応するＣＵがサブＣＵへと分割さ
れるかどうかを示す分割フラグを含み得る。ＣＵに関するシンタックス要素は再帰的に定
義され得、ＣＵがサブＣＵへと分割されるかどうかに依存し得る。ＣＵがこれ以上分割さ
れない場合、それはリーフＣＵと呼ばれる。本開示では、たとえ元のリーフＣＵの明示的
分割が存在しないとしても、リーフＣＵの４つのサブＣＵもまたリーフＣＵと呼ばれるで
あろう。例えば、１６×１６のサイズのＣＵがこれ以上分割されない場合、１６×１６の



(14) JP 2019-528025 A 2019.10.3

10

20

30

40

50

ＣＵは分割されたことがないが、４つの８×８のサブＣＵもまたリーフＣＵと呼ばれるで
あろう。
【００３５】
　[0051]ＣＵは、ＣＵがサイズ区別（size distinction）を有さないことを除いて、Ｈ．
２６４規格のマクロブロックと同様の目的を有する。例えば、ツリーブロックは、（サブ
ＣＵとも呼ばれる）４つの子ノードへと分割され得、各子ノードが次に親ノードになり、
別の４つの子ノードへと分割され得る。四分木のリーフノードと呼ばれる、最終の分割さ
れない子ノードは、リーフＣＵとも呼ばれるコード化ノードを備える。コード化されたビ
ットストリームに関連するシンタックスデータは、最大ＣＵ深度と呼ばれる、ツリーブロ
ックが分割され得る最大回数を定義し得、コード化ノードの最小サイズも定義し得る。し
たがって、ビットストリームもまた、最小コード化単位（ＳＣＵ）を定義し得る。本開示
は、ＨＥＶＣのコンテキストにおけるＣＵ、ＰＵ、またはＴＵのうちの任意のもの、また
は、他の規格のコンテキストにおける同様のデータ構造（例えば、Ｈ．２６４／ＡＶＣに
おけるそれのマクロブロックおよびサブブロック）を指すために「ブロック」という用語
を使用する。
【００３６】
　[0052]ＣＵは、コード化ノードと、このコード化ノードに関連する変換単位（ＴＵ）お
よび予測単位（ＰＵ）とを含む。ＣＵのサイズはコード化ノードのサイズに対応し、形状
が正方形でなければならない。ＣＵのサイズは、８×８画素から、最大６４×６４画素ま
たはそれ以上のツリーブロックのサイズに及び得る。各ＣＵは、１つまたは複数のＰＵお
よび１つまたは複数のＴＵを含み得る。ＣＵに関連するシンタックスデータは、例えば、
１つまたは複数のＰＵへのＣＵの区分化を説明し得る。区分化モードは、ＣＵが、スキッ
プまたはダイレクトモード符号化されるか、イントラ予測モード符号化されるか、インタ
ー予測モード符号化されるかで異なり得る。ＰＵは、形状が非正方形になるように区分化
され得る。ＣＵに関連するシンタックスデータはまた、例えば、四分木にしたがった１つ
または複数のＴＵへのＣＵの区分化を説明し得る。ＴＵは、形状が正方形または非正方形
（例えば、長方形）であることができる。
【００３７】
　[0053]ＨＥＶＣ規格は、ＣＵごとに異なり得るＴＵにしたがった変換を許容する。ＴＵ
は典型的に、区分化されたＬＣＵについて定義された所与のＣＵ中のＰＵのサイズに基づ
いてサイズ変更されるが、これは、常に当てはまるわけではないであろう。ＴＵは典型的
に、ＰＵと同じサイズであるかそれより小さい。いくつかの例では、ＣＵに対応する残差
サンプルは、「残差四分木」（ＲＱＴ）として知られている四分木構造を使用して、より
小さい単位へと細分され得る。ＲＱＴのリーフノードは、変換単位（ＴＵ）と呼ばれ得る
。ＴＵに関連する画素差値は、量子化され得る変換係数を作り出すために変換され得る。
【００３８】
　[0054]リーフＣＵは、１つまたは複数の予測単位（ＰＵ）を含み得る。一般に、ＰＵは
、対応するＣＵの全体または一部に対応する空間エリアを表し、このＰＵについての基準
サンプルを取り出すためのデータを含み得る。さらに、ＰＵは、予測に関連するデータを
含む。例えば、ＰＵがイントラモード符号化されるとき、このＰＵについてのデータが残
差四分木（ＲＱＴ）に含まれ得、これは、このＰＵに対応するＴＵについてのイントラ予
測モードを説明するデータを含み得る。別の例として、ＰＵがインターモード符号化され
るとき、ＰＵは、このＰＵについての１つまたは複数の動きベクトルを定義するデータを
含み得る。ＰＵについての動きベクトルを定義するデータは、例えば、動きベクトルの水
平成分、動きベクトルの垂直成分、動きベクトルについての解像度（例えば、４分の１画
素精度または８分の１画素精度）、動きベクトルが指し示す参照ピクチャ、および／また
は動きベクトルについての参照ピクチャリスト（例えば、リスト０、リスト１、またはリ
ストＣ）を説明し得る。
【００３９】
　[0055]１つまたは複数のＰＵを有するリーフＣＵもまた、１つまたは複数の変換単位（
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ＴＵ）を含み得る。変換単位は、上述したように、（ＴＵ四分木構造とも呼ばれる）ＲＱ
Ｔを使用して指定され得る。例えば、分割フラグは、リーフＣＵが４つの変換単位へと分
割されるかを示し得る。次いで、各変換単位は、さらなるサブＴＵへとさらに分割され得
る。ＴＵがこれ以上分割されないとき、それはリーフＴＵと呼ばれ得る。一般に、イント
ラコード化の場合、リーフＣＵに属するすべてのリーフＴＵが、同じイントラ予測モード
を共有する。すなわち、リーフＣＵのすべてのＴＵの予測値を算出するために、同じイン
トラ予測モードが一般に適用される。イントラコード化の場合、ビデオエンコーダは、Ｔ
Ｕに対応するＣＵの部分と元のブロックとの間の差分として、イントラ予測モードを使用
して各リーフＴＵの残差値を算出し得る。ＴＵは、必ずしもＰＵのサイズに制限されるわ
けではない。ゆえに、ＴＵは、ＰＵより大きい場合も小さい場合もある。イントラコード
化の場合、ＰＵは、同じＣＵについて対応するリーフＴＵとコロケートされ得る。いくつ
かの例では、リーフＴＵの最大サイズは、対応するリーフＣＵのサイズに対応し得る。
【００４０】
　[0056]さらに、リーフＣＵのＴＵはまた、残差四分木（ＲＱＴ）と呼ばれるそれぞれの
四分木データ構造に関連付けられ得る。すなわち、リーフＣＵは、リーフＣＵがどのよう
にＴＵへと区分化されるかを示す四分木を含み得る。ＴＵ四分木のルートノードは一般に
、リーフＣＵに対応し、ＣＵ四分木のルートノードは一般に、ツリーブロック（または、
ＬＣＵ）に対応する。分割されないＲＱＴのＴＵは、リーフＴＵと呼ばれる。一般に、本
開示は、別途明記されていない限り、それぞれリーフＣＵおよびリーフＴＵを指すために
ＣＵおよびＴＵという用語を使用する。
【００４１】
　[0057]ビデオシーケンスは典型的に、一連のビデオフレームまたはピクチャを含む。Ｇ
ＯＰ（group of pictures）は一般に、ビデオピクチャのうちの一連の１つまたは複数を
備える。ＧＯＰは、ＧＯＰのヘッダ、ピクチャのうちの１つまたは複数のピクチャのヘッ
ダ、またはその他の場所に、ＧＯＰに含まれるピクチャの数を説明するシンタックスデー
タを含み得る。ピクチャの各スライスは、それぞれのスライスについての符号化モードを
説明するスライスシンタックスデータを含み得る。ビデオエンコーダ２０は典型的に、ビ
デオデータを符号化するために、個々のビデオスライス内のビデオブロックに対して動作
する。ビデオブロックは、ＣＵ内のコード化ノードに対応し得る。ビデオブロックは、一
定のサイズまたは可変のサイズを有し得、指定のコーディング規格によってサイズが異な
り得る。
【００４２】
　[0058]例として、ＨＭは、様々なＰＵサイズにおける予測をサポートする。特定のＣＵ
のサイズが２Ｎ×２Ｎであると想定すると、ＨＭは、（８×８ＣＵのケースでは）２Ｎ×
２ＮまたはＮ×ＮというＰＵサイズでのイントラ予測と、２Ｎ×２Ｎ、２Ｎ×Ｎ、Ｎ×２
Ｎ、またはＮ×Ｎという対称的なＰＵサイズでのインター予測とをサポートする。ＨＭは
また、２Ｎ×ｎＵ、２Ｎ×ｎＤ、ｎＬ×２Ｎ、およびｎＲ×２ＮというＰＵサイズでのイ
ンター予測について非対称的な区分化をサポートする。非対称な区分化では、ＣＵの一方
の方向は区分化されないが、もう一方の方向は２５％および７５％へと区分化される。２
５％区分に対応するＣＵの部分は、「ｎ」と、それに続く「上（Ｕ：Up）」、「下（Ｄ：
Down）」、「左（Ｌ：Left）」又は「右（Ｒ：Right）」というインジケーションとによ
って示される。ゆえに、例えば、「２Ｎ×ｎＵ」は、上には２Ｎ×０．５Ｎ ＰＵが、下
には２Ｎ×１．５Ｎ ＰＵがくるように水平に区分化された２Ｎ×２Ｎ ＣＵを指す。
【００４３】
　[0059]本開示では、「Ｎ×Ｎ（NxN）」および「Ｎ×Ｎ（N by N）」は、垂直次元およ
び水平次元の観点からビデオブロックの画素次元、例えば、１６×１６（16x16）画素ま
たは１６×１６（16 by 16）画素、を指すために、交換可能に使用され得る。一般に、１
６×１６ブロックは、垂直方向に１６画素（ｙ＝１６）を、水平方向に１６画素（ｘ＝１
６）を有するであろう。同様に、Ｎ×Ｎブロックは一般に、垂直方向にＮ画素を、水平方
向にＮ画素を有し、ここで、Ｎは、自然数を表す。ブロック中の画素は、行と列に配置さ
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れ得る。さらに、ブロックは、水平方向において、必ずしも、垂直方向と同じ数の画素を
有する必要はない。例えば、ブロックは、Ｎ×Ｍ画素を備え得、ここで、Ｍは必ずしもＮ
と等しいとは限らない。
【００４４】
　[0060]ＣＵのＰＵを使用するイントラ予測またはインター予測コード化に続いて、ビデ
オエンコーダ２０は、ＣＵのＴＵについて残差データを算出し得る。ＰＵは、（画素ドメ
インとも呼ばれる）空間ドメインにおける予測画素データを生成する方法またはモードを
説明するシンタックスデータを備え得、ＴＵは、例えば、残差ビデオデータへの離散コサ
イン変換（ＤＣＴ）、整数変換、ウェーブレット変換、または概念的に類似した変換のよ
うな変換の適用の後の変換ドメインにおける係数を備え得る。残差データは、ＰＵに対応
する予測値および符号化されていないピクチャの画素間の画素差に対応し得る。ビデオエ
ンコーダ２０は、ＣＵについての残差データを含むＴＵを形成し、次いでＴＵを変換して
、ＣＵについての変換係数を作り出し得る。
【００４５】
　[0061]変換係数を作り出すための任意の変換に続いて、ビデオエンコーダ２０は、変換
係数の量子化を実行し得る。量子化は一般に、変換係数を表すために使用されるデータ量
をできる限り低減させためにそれら係数が量子化されるプロセスを指し、これは、さらな
る圧縮を提供する。量子化プロセスは、これら係数のうちのいくつかまたはすべてに関連
するビット深度を低減し得る。例えば、ｎビット値は、量子化中、ｍビット値へと端数が
切り捨てられ得、ここで、ｎはｍより大きい。
【００４６】
　[0062]量子化に続いて、ビデオエンコーダは、変換係数を走査し得、量子化変換係数を
含む二次元マトリックスから一次元ベクトルを作り出す。走査は、より高いエネルギー（
そのため、より低い周波数）の係数をアレイの前方に置き、より低いエネルギー（そのた
め、より高い周波数）の係数をアレイの後方に置くように設計され得る。いくつかの例で
は、ビデオエンコーダ２０は、予め定義された走査順序を利用して、量子化変換係数を走
査し、エントロピー符号化されることができる直列ベクトルを作り出し得る。別の例では
、ビデオエンコーダ２０は、適応走査を実行し得る。一次元ベクトルを形成するために量
子化変換係数を走査した後、ビデオエンコーダ２０は、例えば、コンテキスト適応型可変
長コーディング（ＣＡＶＬＣ）、コンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢ
ＡＣ）、シンタックスベースコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＳＢＡＣ）
、確率区間区分化エントロピー（ＰＩＰＥ）コーディング、または別のエントロピー符号
化方法にしたがって、一次元のベクトルをエントロピー符号化し得る。ビデオエンコーダ
２０はまた、ビデオデータを復号する際に、ビデオデコーダ３０による使用のために符号
化済みビデオデータに関連するシンタックス要素をエントロピー符号化し得る。
【００４７】
　[0063]ＣＡＢＡＣを実行するために、ビデオエンコーダ２０は、送信されることとなる
シンボルに、コンテキストモデル内のコンテキストを割り当て得る。コンテキストは、例
えば、シンボルの隣接値が非ゼロであるか否かに関連し得る。ＣＡＶＬＣを実行するため
に、ビデオエンコーダ２０は、送信されることとなるシンボルのための可変長コードを選
択し得る。ＶＬＣにおけるコードワードは、比較的短いコードがより可能性の高いシンボ
ルに対応する一方で、より長いコードがより可能性の低いシンボルに対応するように構築
され得る。このように、ＶＬＣの使用は、例えば、送信されることとなる各シンボルに対
して等しい長さのコードワードを使用するよりもビット節約を達成し得る。確率の決定は
、シンボルに割り当てられたコンテキストに基づき得る。
【００４８】
　[0064]本開示の１つまたは複数の技法にしたがって、ビデオエンコーダ２０および／ま
たはビデオデコーダ３０は、本開示の技法のうちの１つまたは複数をインプリメントし得
る。例えば、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、動き推定およ
び補償においてアフィンモデルを使用し得る。



(17) JP 2019-528025 A 2019.10.3

10

20

30

40

50

【００４９】
　[0065]図２は、動きベクトル予測のために本開示の技法を実行するように構成され得る
ビデオエンコーダ２０の例を例示するブロック図である。ビデオエンコーダ２０は、ビデ
オスライス内のビデオブロックのイントラおよびインターコード化を実行し得る。イント
ラコード化は、所与のビデオフレームまたはピクチャ内のビデオにおける空間冗長性を低
減または取り除くために空間予測に依拠する。インターコード化は、ビデオシーケンスの
隣接フレームまたはピクチャ内のビデオにおける時間冗長性を低減または取り除くために
時間予測に依拠する。イントラモード（Ｉモード）は、いくつかの空間ベースのコード化
モードのうちの任意のものを指し得る。単方向予測（Ｐモード）または双方向予測（Ｂモ
ード）のようなインターモードは、いくつかの時間ベースのコード化モードのうちの任意
のものを指し得る。
【００５０】
　[0066]図２に示されるように、ビデオエンコーダ２０は、符号化されることとなるビデ
オフレーム内の現在のビデオブロックを受け取る。図２の例では、ビデオエンコーダ２０
は、モード選択ユニット４０と、参照ピクチャメモリ６４と、加算器５０と、変換処理ユ
ニット５２と、量子化ユニット５４と、エントロピー符号化ユニット５６とを含む。次に
、モード選択ユニット４０は、動き補償ユニット４４と、動き推定ユニット４２と、イン
トラ予測ユニット４６と、区分ユニット４８とを含む。ビデオブロックの再構築のために
、ビデオエンコーダ２０はまた、逆量子化ユニット５８と、逆変換ユニット６０と、加算
器６２とを含む。ブロック境界をフィルタ処理して、再構築されたビデオからブロッキネ
スアーティファクト（blockiness artifact）を取り除くためのデブロッキングフィルタ
（図２には示されない）も含まれ得る。望まれる場合、デブロッキングフィルタは典型的
に、加算器６２の出力をフィルタ処理するであろう。（ループ中またはループ後の）追加
のフィルタもまた、デブロッキングフィルタに加えて使用され得る。そのようなフィルタ
は、簡潔さのために示されないが、望まれる場合、（ループフ内フィルタとして）加算器
５０の出力をフィルタ処理し得る。
【００５１】
　[0067]符号化プロセス中、ビデオエンコーダ２０は、コード化されることとなるビデオ
フレームまたはスライスを受け取る。フレームまたはスライスは、複数のビデオブロック
へと分割され得る。動き推定ユニット４２および動き補償ユニット４４は、時間予測を提
供するために、１つまたは複数の参照フレーム中の１つまたは複数のブロックに対して、
受け取ったビデオブロックのインター予測コード化を実行する。代替的に、イントラ予測
ユニット４６は、空間的予測を提供するために、コード化されることとなるブロックと同
じフレームまたはスライス中の１つまたは複数の隣接ブロックに対して、受け取ったビデ
オブロックのイントラ予測コード化を実行し得る。ビデオエンコーダ２０は、例えば、ビ
デオデータの各ブロックについて、好適なコード化モードを選択するために、複数のコー
ド化パスを実行し得る。
【００５２】
　[0068]さらに、区分ユニット４８は、前のコード化パスにおける前の区分化スキームの
評価に基づいて、ビデオデータのブロックをサブブロックへと区分化し得る。例えば、区
分ユニット４８は、レート－歪み分析（例えば、レート－歪み最適化）に基づいて、最初
にフレームまたはスライスをＬＣＵへと区分化し、ＬＣＵの各々をサブＣＵへと区分化し
得る。モード選択ユニット４０はさらに、サブＣＵへのＬＣＵの区分化を示す四分木デー
タ構造を作り出し得る。四分木のリーフノードＣＵは、１つまたは複数のＰＵおよび１つ
または複数のＴＵを含み得る。
【００５３】
　[0069]モード選択ユニット４０は、例えば、誤差結果に基づいて、コード化モード、イ
ントラまたはインター、のうちの１つを選択し得、結果として得られたイントラまたはイ
ンターコード化されたブロックを、残差ブロックデータを生成するために加算器５０にお
よび参照フレームとして使用される符号化済みブロックを再構築するために加算器６２に
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提供する。モード選択ユニット４０はまた、動きベクトル、イントラモードインジケータ
、区分化情報、および他のそのようなシンタックス情報のようなシンタックス要素をエン
トロピー符号化ユニット５６に提供する。
【００５４】
　[0070]動き推定ユニット４２および動き補償ユニット４４は、高度に統合され得るが、
概念的な目的のために別個に例示されている。動き推定ユニット４２によって実行される
動き推定は、ビデオブロックについての動きを推定する動きベクトルを生成するプロセス
である。動きベクトルは、例えば、現在のビデオフレームまたはピクチャ内のビデオブロ
ックのＰＵの、現在のフレーム（または他のコード化された単位）内のコード化されてい
る現在のブロックに関連した参照フレーム（または他のコード化された単位）内の予測ブ
ロックに対する変位を示し得る。予測ブロックは、画素差の観点から、コード化されるこ
ととなるブロックに厳密に一致すると認められるブロックであり、これは、差分絶対値和
（ＳＡＤ）、差分二乗和（ＳＳＤ）、または他の差分メトリックによって決定され得る。
いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０は、参照ピクチャメモリ６４に記憶された参照
ピクチャのサブ整数画素位置の値を算出し得る。例えば、ビデオエンコーダ２０は、参照
ピクチャの４分の１画素位置、８分の１画素位置、または他の分数画素位置の値を補間し
得る。したがって、動き推定ユニット４２は、全画素位置および分数画素位置に対して動
き探索を実行し、分数画素精度で動きベクトルを出力し得る。
【００５５】
　[0071]動き推定ユニット４２は、ＰＵの位置を参照ピクチャの予測ブロックの位置と比
較することで、インターコード化されたスライス中のビデオブロックのＰＵについての動
きベクトルを算出する。参照ピクチャは、第１の参照ピクチャリスト（リスト０）または
第２の参照ピクチャリスト（リスト１）から選択され得、それらは各々、参照ピクチャメ
モリ６４に記憶された１つまたは複数の参照ピクチャを識別する。動き推定ユニット４２
は、算出された動きベクトルを、エントロピー符号化ユニット５６および動き補償ユニッ
ト４４に送る。
【００５６】
　[0072]動き補償ユニット４４によって実行される動き補償は、動き推定ユニット４２に
よって決定された動きベクトルに基づいて、予測ブロックをフェッチすることまたは生成
することを伴い得る。この場合も同様に、動き推定ユニット４２および動き補償ユニット
４４は、いくつかの例では、機能的に統合され得る。現在のビデオブロックのＰＵについ
ての動きベクトルを受け取ると、動き補償ユニット４４は、動きベクトルが指し示す予測
ブロックを参照ピクチャリストのうちの１つに位置付け得る。加算器５０は、後述される
ように、コード化されている現在のビデオブロックの画素値から予測ブロックの画素値を
差し引き、画素差値を形成することで、残差ビデオブロックを形成する。一般に、動き推
定ユニット４２は、ルーマ成分に対して動き推定を実行し、動き補償ユニット４４は、ル
ーマ成分とクロマ成分の両方に関して、ルーマ成分に基づいて算出された動きベクトルを
使用する。モード選択ユニット４０はまた、ビデオスライスのビデオブロックを復号する
際にビデオデコーダ３０が使用するためのビデオブロックおよびビデオスライスに関連す
るシンタックス要素を生成し得る。
【００５７】
　[0073]ビデオエンコーダ２０は、図１に関して上述され、以下により詳細に説明される
ような本開示の様々な技法のうちの任意のものを実行するように構成され得る。例えば、
動き補償ユニット４４は、本開示の技法にしたがってＡＭＶＰまたはマージモードを使用
してビデオデータのブロックについての動き情報をコード化するように構成され得る。
【００５８】
　[0074]動き補償ユニット４４がマージモードを実行することを選択すると想定すると、
動き補償ユニット４４は、マージ候補のセットを含む候補リストを作成し得る。動き補償
ユニット４４は、特定の所定の順序に基づいて候補リストに候補を加え得る。動き補償ユ
ニット４４はまた、上述したように、追加候補を加え、候補リストのプルーニングを実行
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し得る。最終的に、モード選択ユニット４０は、現在のブロックの動き情報を符号化する
ために候補のうちのどれが使用されるべきかを決定し、選択された候補を表すマージイン
デックスを符号化し得る。
【００５９】
　[0075]イントラ予測ユニット４６は、上で説明されたように、動き推定ユニット４２お
よび動き補償ユニット４４によって実行されるインター予測の代わりとして、現在のブロ
ックをイントラ予測し得る。特に、イントラ予測ユニット４６は、現在のブロックを符号
化するために使用すべきイントラ予測モードを決定し得る。いくつかの例では、イントラ
予測ユニット４６は、例えば、別個の符号化パス中に、様々なイントラ予測モードを使用
して現在のブロックを符号化し得、イントラ予測ユニット４６（または、いくつかの例で
は、モード選択ユニット４０）は、テストされたモードから、使用すべき好適なイントラ
予測モードを選択し得る。
【００６０】
　[0076]例えば、イントラ予測ユニット４６は、様々なテストされたイントラ予測モード
に対してレート－歪み分析を使用してレート－歪み値を算出し、テストされたモードのう
ち、最良のレート－歪み特性を有するイントラ予測モードを選択し得る。レート－歪み分
析は一般に、符号化済みブロックと、この符号化済みブロックを作り出すために符号化さ
れた元の符号化されていないブロックとの間の歪み（または誤差）の量、および、この符
号化済みブロックを作り出すために使用されるビットレート（すなわち、ビットの数）を
決定する。イントラ予測ユニット４６は、様々な符号化済みブロックについてレートおよ
び歪みから比を算出して、どのイントラ予測モードがブロックに対して最良のレート－歪
み値を示すかを決定し得る。
【００６１】
　[0077]ブロックについてイントラ予測モードを選択した後、イントラ予測ユニット４６
は、このブロックについての選択されたイントラ予測モードを示す情報をエントロピー符
号化ユニット５６に提供し得る。エントロピー符号化ユニット５６は、選択されたイント
ラ予測モードを示す情報を符号化し得る。ビデオエンコーダ２０は、複数のイントラ予測
モードインデックス表および（コードワードマッピング表とも呼ばれる）複数の修正され
たイントラ予測モードインデックス表、様々なブロックについての符号化コンテキストの
定義、ならびに、これらコンテキストの各々に使用すべき最も可能性の高い１つのイント
ラ予測モード、１つのイントラ予測モードインデックス表、および１つの修正されたイン
トラ予測モードインデックス表を示すインジケーション、を含み得る構成データを、送信
されるビットストリーム中に含め得る。
【００６２】
　[0078]ビデオエンコーダ２０は、コード化されている元のビデオブロックから、モード
選択ユニット４０からの予測データを差し引くことで残差ビデオブロックを形成する。加
算器５０は、この減算演算を実行する１つまたは複数の構成要素を表す。変換処理ユニッ
ト５２は、離散コサイン変換（ＤＣＴ）または概念的に類似した変換のような変換を残差
ブロックに適用し、残差変換係数値を備えるビデオブロックを作り出す。変換処理ユニッ
ト５２は、ＤＣＴと概念的に類似した他の変換を実行し得る。ウェーブレット変換、整数
変換、サブバンド変換、または他のタイプの変換もまた使用され得る。
【００６３】
　[0079]いずれのケースでも、変換処理ユニット５２は、変換を残差ブロックに適用し、
残差変換係数のブロックを作り出す。変換は、残差情報を画素値ドメインから周波数ドメ
インのような変換ドメインに変換し得る。変換処理ユニット５２は、結果として得られた
変換係数を量子化ユニット５４に送り得る。量子化ユニット５４は、ビットレートをさら
に低減するために、変換係数を量子化する。量子化プロセスは、これら係数のうちのいく
つかまたはすべてに関連するビット深度を低減し得る。量子化の程度は、量子化パラメー
タを調整することで修正され得る。次いで、いくつかの例では、量子化ユニット５４は、
量子化変換係数を含む行列の走査を実行し得る。代替的に、エントロピー符号化ユニット
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５６が走査を実行し得る。
【００６４】
　[0080]量子化に続いて、エントロピー符号化ユニット５６は、量子化変換係数をエント
ロピーコード化する。例えば、エントロピー符号化ユニット５６は、コンテキスト適応型
可変長コーディング（ＣＡＶＬＣ）、コンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（Ｃ
ＡＢＡＣ）、シンタックスベースコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＳＢＡ
Ｃ）、確率区間区分化エントロピー（ＰＩＰＥ）コーディング、または別のエントロピー
コーディング技法を実行し得る。コンテキストベースのエントロピーコード化のケースで
は、コンテキストは隣接ブロックに基づき得る。エントロピー符号化ユニット５６による
エントロピーコード化に続いて、符号化されたビットストリームは、別のデバイス（例え
ば、ビデオデコーダ３０）に送信されるか、または後の送信または取出しのためにアーカ
イブされ得る。
【００６５】
　[0081]逆量子化ユニット５８および逆変換ユニット６０は、それぞれ、逆量子化および
逆変換を適用して、例えば、参照ブロックとしての後の使用のために、画素ドメインにお
ける残差ブロックを再構築する。動き補償ユニット４４は、参照ピクチャメモリ６４のフ
レームのうちの１つのフレームの予測ブロックに残差ブロックを加えることによって、参
照ブロックを算出し得る。動き補償ユニット４４はまた、再構築された残差ブロックに１
つまたは複数の補間フィルタを適用して、動き推定で用いるサブ整数画素値を算出し得る
。加算器６２は、動き補償ユニット４４によって作り出された動き補償された予測ブロッ
クに、再構築された残差ブロックを加えて、参照ピクチャメモリ６４への記憶のための再
構築されたビデオブロックを作り出す。再構築されたビデオブロックは、後続のビデオフ
レーム中のブロックをインターコード化するために、参照ブロックとして動き推定ユニッ
ト４２および動き補償ユニット４４によって使用され得る。
【００６６】
　[0082]図３は、本開示の動きベクトル予測技法を実行するように構成され得るビデオデ
コーダ３０の例を例示するブロック図である。図３の例では、ビデオデコーダ３０は、エ
ントロピー復号ユニット７０と、動き補償ユニット７２と、イントラ予測ユニット７４と
、逆量子化ユニット７６と、逆変換ユニット７８と、参照ピクチャメモリ８２と、加算器
８０とを含む。ビデオデコーダ３０は、いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０（図２
）に関して説明された符号化パスのほぼ反転である復号パスを実行し得る。動き補償ユニ
ット７２は、エントロピー復号ユニット７０から受け取った動きベクトルに基づいて予測
データを生成し得、イントラ予測ユニット７４は、エントロピー復号ユニット７０から受
け取ったイントラ予測モードインジケータに基づいて予測データを生成し得る。
【００６７】
　[0083]復号プロセス中、ビデオデコーダ３０は、ビデオエンコーダ２０から、符号化さ
れたビデオスライスのビデオブロックおよび関連するシンタックス要素を表す符号化済み
ビデオビットストリームを受け取る。ビデオデコーダ３０のエントロピー復号ユニット７
０は、量子化された係数、動きベクトルまたはイントラ予測モードインジケータ、および
他のシンタックス要素を生成するために、ビットストリームをエントロピー復号する。エ
ントロピー復号ユニット７０は、動きベクトルおよび他のシンタックス要素を動き補償ユ
ニット７２に転送する。ビデオデコーダ３０は、ビデオスライスレベルおよび／またはビ
デオブロックレベルでシンタックス要素を受け取り得る。
【００６８】
　[0084]ビデオスライスがイントラコード化された（Ｉ）スライスとしてコード化される
とき、イントラ予測ユニット７４は、シグナリングされたイントラ予測モードと、現在の
フレームまたはピクチャの前に復号されたブロックからのデータとに基づいて、現在のビ
デオスライスのビデオブロックについての予測データを生成し得る。ビデオフレームがイ
ンターコード化された（すなわち、Ｂ、Ｐ、またはＧＰＢ）スライスとしてコード化され
るとき、動き補償ユニット７２は、動きベクトルと、エントロピー復号ユニット７０から



(21) JP 2019-528025 A 2019.10.3

10

20

30

40

50

受け取った他のシンタックス要素とに基づいて、現在のビデオスライスのビデオブロック
についての予測ブロックを作り出す。予測ブロックは、参照ピクチャリストのうちの１つ
内の参照ピクチャのうちの１つから作り出され得る。ビデオデコーダ３０は、参照ピクチ
ャメモリ８２に記憶された参照ピクチャに基づいてデフォルト構築技法を使用して参照フ
レームリスト、リスト０およびリスト１を、構築し得る。
【００６９】
　[0085]動き補償ユニット７２は、動きベクトルおよび他のシンタックス要素を解析する
ことで現在のビデオスライスのビデオブロックについての予測情報を決定し、この予測情
報を使用して、復号されている現在のビデオブロックについての予測ブロックを作り出す
。例えば、動き補償ユニット７２は、受け取ったシンタックス要素のうちのいくつかを使
用して、ビデオスライスのビデオブロックをコード化するために使用される予測モード（
例えば、イントラまたはインター予測）、インター予測スライスタイプ（例えば、Ｂスラ
イス、Ｐスライス）、スライスのための参照ピクチャリストのうちの１つまたは複数につ
いての構築情報、スライスの各インター符号化されたビデオブロックについての動きベク
トル、スライスの各インターコード化されたビデオブロックについてのインター予測ステ
ータス、および現在のビデオスライス中のビデオブロックを復号するための他の情報を決
定する。
【００７０】
　[0086]動き補償ユニット７２はまた、補間フィルタに基づいて補間を実行し得る。動き
補償ユニット７２は、参照ブロックのサブ整数画素の補間値を算出するために、ビデオブ
ロックの符号化中、ビデオエンコーダ２０によって使用されるように補間フィルタを使用
し得る。このケースでは、動き補償ユニット７２は、受け取ったシンタックス要素からビ
デオエンコーダ２０によって使用される補間フィルタを決定し、この補間フィルタを使用
して予測ブロックを作り出し得る。
【００７１】
　[0087]ビデオデコーダ３０は、図１に関して上述され、以下により詳細に説明されるよ
うな本開示の様々な技法のうちの任意のものを実行するように構成され得る。例えば、動
き補償ユニット７２は、本開示の技法にしたがってＡＭＶＰまたはマージモードを使用し
て動きベクトル予測を実行すると決定するように構成され得る。エントロピー復号ユニッ
ト７０は、どのように動き情報が現在のブロックについてコード化されるかを表す１つま
たは複数のシンタックス要素を復号し得る。
【００７２】
　[0088]マージモードが実行されることをシンタックス要素が示すと想定すると、動き補
償ユニット７２は、マージ候補のセットを含む候補リストを作成し得る。動き補償ユニッ
ト７２は、特定の所定の順序に基づいて候補リストに候補を加え得る。動き補償ユニット
７２はまた、上述したように、追加候補を加え、候補リストのプルーニングを実行し得る
。最終的に、動き補償ユニット７２は、現在のブロックについての動き情報をコード化す
るために候補のうちのどれが使用されるかを表すマージインデックスを復号し得る。
【００７３】
　[0089]逆量子化ユニット７６は、ビットストリームにおいて提供され、かつ、エントロ
ピー復号ユニット７０によってエントロピー復号された量子化変換係数を逆量子化（inve
rse quantize）、すなわち、逆量子化（de-quantize）する。逆量子化プロセスは、適用
されるべき量子化の程度および同じく逆量子化の程度を決定するために、ビデオスライス
中の各ビデオブロックについて、ビデオデコーダ３０によって算出される量子化パラメー
タＱＰＹの使用を含み得る。
【００７４】
　[0090]逆変換ユニット７８は、画素ドメインにおいて残差ブロックを作り出すために、
逆変換、例えば、逆ＤＣＴ、逆整数変換、または概念的に類似した逆変換プロセスを変換
係数に適用する。
【００７５】
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　[0091]動き補償ユニット７２が動きベクトルと他のシンタックス要素とに基づいて現在
のビデオブロックについての予測ブロックを生成した後、ビデオデコーダ３０は、逆変換
ユニット７８からの残差ブロックを動き補償ユニット７２によって生成された対応する予
測ブロックと合計することで、復号されたビデオブロックを形成する。加算器８０は、こ
の加算演算を実行する１つまたは複数の構成要素を表す。望まれる場合、ブロッキネスア
ーティファクトを取り除くために、復号されたブロックをフィルタ処理するため、デブロ
ッキングフィルタが適用され得る。（コード化ループ中またはコード化ループ後のどちら
かの）他のループフィルタもまた、画素遷移を滑らかにするためにまたは別の方法でビデ
オ品質を改善するために使用され得る。次いで、所与のフレームまたはピクチャ内の復号
されたビデオブロックは、後の動き補償のために使用される参照ピクチャを記憶する参照
ピクチャメモリ８２に記憶される。参照ピクチャメモリ８２はまた、図１のディスプレイ
デバイス３２のようなディスプレイデバイス上での後の提示のために、復号されたビデオ
を記憶する。
【００７６】
　[0092]図４は、イントラ予測の態様を例示する概念図である。ビデオエンコーダ２０お
よび／またはビデオデコーダ３０は、ブロックの空間的に隣接する再構築画像サンプルを
使用することで、画像ブロック予測を実行するためにイントラ予測をインプリメントし得
る。１６×１６画像ブロックに対するイントラ予測の典型的な例が図４に示される。図４
に例示されるように、イントラ予測を用いて、（実線の正方形の）１６×１６画像ブロッ
クは、（矢印で示される）選択された予測方向に沿って左の列およびすぐ上の行に位置す
る左上の隣接する再構築サンプル（基準サンプル）によって予測される。ＨＥＶＣでは、
ルーマブロックのイントラ予測について、３５個のモードが含まれる。
【００７７】
　[0093]図５は、ルーマブロックについてのイントラ予測モードを例示する概念図である
。モードは、図５に示されるように、１つの平面モードと、１つのＤＣモードと、３３個
の角度モードとを含む。ＨＥＶＣにおいて定義されるイントラ予測の３５個のモードは、
以下の表１において示されるようにインデックス化される：
【００７８】

【表１】

【００７９】
　[0094]図６は、平面モードの態様を例示する概念図である。平面モード、これは典型的
に最も最近使用されるイントラ予測モードである、の場合、予測サンプルは、図６に示さ
れるように生成される。Ｎ×Ｎブロックについて平面予測を実行するために、（ｘ、ｙ）
に位置するサンプルｐｘｙごとに、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ
３０は、バイリニアフィルタを用いて、４つの特定の隣接する再構築サンプル、すなわち
基準サンプル、を使用して予測値を算出し得る。４つの基準サンプルは、右上の再構築サ
ンプルＴＲと、左下の再構築サンプルＢＬと、Ｔで表される現在のサンプルの同じ列（ｒ
ｘ，－１）およびＬで表される現在のサンプルの同じ行（ｒ－１，ｙ）に位置する２つの
再構築サンプルとを含む。平面モードは、以下の式で示されるように公式化されることが
できる：ｐｘｙ＝（Ｎ－ｘ－１）・Ｌ＋（Ｎ－ｙ－１）・Ｔ＋ｘ・ＴＲ＋ｙ・ＢＬ
【００８０】
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　[0095]ＤＣモードの場合、予測ブロックは、単に、隣接する再構築サンプルの平均値で
満たされる。一般に、平面モードおよびＤＣモードの両方が、滑らかに変化する画像領域
および一定の画像領域をモデリングするために適用される。
【００８１】
　[0096]図７は、ＨＥＶＣに係る角度モードの態様を例示する概念図である。合計３３個
の異なる予測方向を含む、ＨＥＶＣにおける角度イントラ予測モードの場合、イントラ予
測プロセスは、以下のように説明される。所与の角度イントラ予測ごとに、イントラ予測
方向は、相応して識別されることができる。例えば、図５によれば、イントラモード１８
は、純水平予測方向に対応し、イントラモード２６は、純垂直予測方向に対応する。所与
のイントラ予測方向を前提として、予測ブロックのサンプルごとに、サンプルの座標（ｘ
，ｙ）は最初に、図７の例に示されるように、予測方向に沿って、隣接する再構築サンプ
ルの行／列に投影される。（ｘ，ｙ）のペアが、２つの隣接する再構築サンプルＬとＲと
の間の分数位置αに投影されると仮定して、（ｘ，ｙ）の予測値は、２タップのバイリニ
ア補間フィルタを使用して算出され、以下の式で示されるように公式化される：ｐｘｙ＝
（１－α）・Ｌ＋α・Ｒ。浮動小数点演算を回避するために、ＨＥＶＣでは、上の算出は
実際、ｐｘｙ＝（（３２－ａ）・Ｌ＋ａ・Ｒ＋１６）＞＞５のような整数演算を使用して
近似され、ここで、ａは、３２×αに等しい整数である。
【００８２】
　[0097]クロマ符号化および復号の態様が一般に以下に説明される。かなり頻繁に、クロ
マ信号の構造は、対応するルーマ信号のものに追従する。説明したように、各ルーマブロ
ックは、１つのクロマブロックに対応し、各クロマ予測ブロックは、ＨＥＶＣにしたがっ
て、２Ｎ×２ＮまたはＮ×Ｎに等しいルーマ予測ブロックの区分サイズに基づいて、１つ
または４つのルーマ予測ブロックに対応し得る。クロマ信号構造のこれらの特性および一
般的傾向を利用して、ＨＥＶＣは、クロマＰＵが、対応する選択されたルーマＰＵと同じ
予測モードを使用して予測されるケースまたは事例をビデオエンコーダ２０がビデオデコ
ーダ３０に示し得るメカニズムを提供する。以下の表２は、クロマＰＵについてのクロマ
モードをシグナリングするためにビデオエンコーダ２０が使用し得るモード配列を指定す
る。例えば、１つのイントラコード化されたクロマＰＵは、平面モード（ＩＮＴＲＡ＿Ｐ
ＬＡＮＡＲ）、垂直モード（ＩＮＴＲＡ＿ＡＮＧＵＬＡＲ２６）、水平モード（ＩＮＴＲ
Ａ＿ＡＮＧＵＬＡＲ１０）、ＤＣモード（ＩＮＴＲＡ＿ＤＣ）、および導出モード（ＤＭ
）を含む５つのモードのうちの１つから選択されたモードを使用して予測されることがで
きる。ＤＭは、対応する選択されたルーマＰＵを予測するために使用されるイントラ予測
モードになるように設定される。例えば、対応する選択されたルーマＰＵが、１１に等し
いインデックスを有するイントラモードでコード化される場合、ＤＭは、１１に等しいイ
ンデックスを有するイントラモードに設定される。
【００８３】
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【表２】

【００８４】
　[0098]導出モードが、符号化済みビデオビットストリームにおけるＰＵについて示され
る場合、ビデオデコーダ３０は、対応するルーマＰＵに使用された予測モードを使用して
クロマＰＵに対して予測を実行し得る。導出モードが、常に存在する予測モードのうちの
１つを参照するときに生じる可能性のある．問題を緩和するために、ビデオエンコーダ２
０およびビデオデコーダ３０は、重複モードの代わりとして、指定された代替モードを使
用し得る。上の表２に示されるように、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０
は、冗長性を取り除くために、「角度（３４）モード」とも呼ばれる「ＩＮＴＲＡ＿ＡＮ
ＧＵＬＡＲ３４」クロマ代替モードを代わりとして使用し得る。例えば、クロマＰＵとル
ーマＰＵとの間の関係性は、１対１または多数対１であり、ビデオエンコーダ２０および
ビデオデコーダ３０は、単一の対応するルーマＰＵに適用可能な予測モードを選択するこ
とで、クロマＰＵについての予測モードを決定し得る。
【００８５】
　[0099]しかしながら、いくつかの事例では、１つのクロマＰＵは、複数のルーマＰＵに
対応し得る。単一のクロマＰＵが複数のルーマＰＵに対応するシナリオは、クロマ符号化
および復号に関して、例外または「特別なケース」と考えられる。例えば、これらの特別
なケースのうちのいくつかでは、１つのクロマＰＵが、４つのルーマＰＵに対応し得る。
クロマとルーマの関係性が１対多数である特別なケースでは、ビデオエンコーダ２０およ
びビデオデコーダ３０は、対応する左上ルーマＰＵに使用される予測モードを選択するこ
とで、クロマＰＵについての予測モードを決定し得る。
【００８６】
　[0100]ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、ビデオデータのブロックに
ついてクロマ予測モードを示すデータをエントロピーコード化（それぞれ、エントロピー
符号化およびエントロピー復号）し得る。クロマモードコード化にしたがって、ビデオエ
ンコーダ２０は、１－ｂシンタックス要素（０）を単一の最も頻繁に生じる導出モードに
割り当て、３－ｂシンタックス要素（それぞれ１００、１０１、１１０、および１１１）
を残りの４つのモードの各々に割り当て得る。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコー
ダ３は、１つのコンテキストモデルを有する最初のビンだけをコード化し得、（必要であ
れば）残りの２つのビンをバイパスコード化し得る。
【００８７】
　[0101]ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、コンテキスト適応型バイナ
リ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）にしたがってビデオデータをエントロピーコード化（



(25) JP 2019-528025 A 2019.10.3

10

20

30

40

それぞれエントロピー符号化およびエントロピー復号）し得る。ＣＡＢＡＣは、Ｈ．２６
４／ＡＶＣにおいて最初に導入されたエントロピーコード化の方法であり、Ｄ．Ｍａｒｐ
ｅ，Ｈ．Ｓｃｈｗａｒｚ、およびＴ．Ｗｉｅｇａｎｄによる「Context-based adaptive b
inary arithmetic coding in the H.264/AVC video compression standard」，IEEE Tran
s. Circuits Syst Video Technol.，vol. 13，no. 7，pp. 620-636，２００３年７月、に
記載されている。ＣＡＢＡＣは現在、高効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）ビデオコー
ディング規格において使用されている。ビデオエンコーダ２０メイビデオデコーダ３０は
、ＨＥＶＣに対して実行されようなＣＡＢＡＣと類似した方法でエントロピーコード化の
ためにＣＡＢＡＣを使用し得る。
【００８８】
　[0102]ＣＡＢＡＣは、二値化、コンテキストモデリング、および算術コーディングとい
う３つの主要の機能を含む。二値化機能は、ビンストリングと呼ばれるバイナリシンボル
（ビン）にシンタックス要素をマッピングする。コンテキストモデリング機能は、ビンの
確率を推定する。（バイナリ算術コーディングとも呼ばれる）算術コーディング機能は、
推定された確率に基づいてビンをビットに圧縮する。
【００８９】
　[0103]ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、ＨＥＶＣにおいて提供され
るいくつかの異なる二値化プロセスのうちの１つまたは複数を使用してＣＡＢＡＣのため
に二値化を実行し得る。ＨＥＶＣにおいて提供される二値化プロセスは、単項（Ｕ）、短
縮単項（ＴＵ）、ＥＧｋ（kth-order Exp-Golomb）、および固定長（ＦＬ）技法を含む。
これらの二値化プロセスの詳細は、Ｖ．ＳｚｅおよびＭ．Ｂｕｄａｇａｖｉによる「High
 throughput CABAC entropy coding in HEVC」，IEEE Transactions on Circuits and Sy
stems for Video Technology（ＴＣＳＶＴ），vol. 22，no. 12，pp. 1778-1791，２０１
２年１２月、に記載されている。
【００９０】
　[0104]単項ベースの符号化にしたがって、ビデオエンコーダ２０は、長さＮ＋１のビン
ストリングをシグナリングし得、ここで、「Ｎ」は、整数値を表し、最初のＮ個のビンは
（値が）１であり、最後のビンは（値が）０である。単項ベース復号にしたがって、ビデ
オデコーダ３０は、ビンの０値をサーチし得る。０値のビンを検出すると、ビデオデコー
ダ３０は、シンタックス要素が完結したと決定し得る。
【００９１】
　[0105]短縮単項コード化によれば、ビデオエンコーダ２０は、単項コード化のケースよ
り１つ少ないビンを符号化有し得る。例えば、ビデオエンコーダ２０は、シンタックス要
素の最大の可能な値に最大値を設定し得る。最大値は、ここでは、「ｃＭａｘ」と表され
る。（Ｎ＋１）＜ｃＭａｘであるとき、ビデオエンコーダ２０は、単項コード化と同じシ
グナリングをインプリメントし得る。しかしながら、（Ｎ＋１）＝ｃＭａｘであるとき、
ビデオエンコーダ２０は、すべてのビンをそれぞれの値１に設定し得る。ビデオデコーダ
３０は、いつシンタックス要素が完結するかを決定するために、ｃＭａｘ数のビンが検査
されるまで、０値のビンをサーチし得る。単項および短縮単項コード化において使用され
るビンストリングの態様と、それらの対比が以下の表３に例示されている。表３に例示さ
れている対照的なビン値は、太字の斜体を使用して表される（called out）。
【００９２】
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【表３】

【００９３】
　[0106]ビデオエンコーダ２０およびビデオエンコーダ３０はまた、ＣＡＢＡＣのコンテ
キストモデリング態様を実行し得る。コンテキストモデリングは、比較的正確な確率推定
を提供し、これは、高効率コード化を達成する態様である。したがって、コンテキストモ
デリングは、適応プロセスであり、「高度に適応する」と説明されることがある。異なる
コンテキストモデルが、異なるビンに対して使用されることができ、ここで、コンテキス
トモデルの確率は、前にコード化されたビンの値に基づいて更新される。同様の分配を有
するビンは、同じコンテキストモデルを共有することが多い。ビデオエンコーダ２０およ
び／またはビデオデコーダ３０は、シンタックス要素のタイプ、シンタックス要素におけ
るビン位置（binIdx）、ルーマ／クロマ、隣接情報、等を含む１つまたは複数の要因に基
づいて、ビンごとにコンテキストモデルを選択し得る。
【００９４】
　[0107]ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、ビンコーデイング（場合に
よっては、ビン符号化またはビン復号）の各インスタンス後にコンテキストスイッチを実
行し得る。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、コンテキストメモリに７
ビットのエントリ（確率状態についての６ビットとＭＰＳ（most probable symbol）につ
いての１ビット）として確率モデルを記憶し得、コンテキスト選択論理によって計算され
るコンテキストインデックスを使用して確率モデルをアドレス指定し得る。ＨＥＶＣは、
Ｈ．２６４／ＡＶＣと同じ確率更新方法を提供する。しかしながら、ＨＥＶＣベースのコ
ンテキスト選択論理は、スループットを改善するために、Ｈ．２６４／ＡＶＣコンテキス
ト選択論理に対して修正される。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０はまた
、それぞれ、ＣＡＢＡＣエントロピー符号化および復号に対して確率表現を使用し得る。
ＣＡＢＡＣの場合、６４個の代表的な確率値ｐσ∈［０．０１８７５，０．５］が、以下
の再帰方程式によって、ＬＰＳ（least probable symbol）に対して導出された：
　　　すべてのσ＝１，．．．，６３について、ｐσ＝α＊ｐσ－１

　　　ここで、α＝（０．０１８７５／０．５）１／６３
【００９５】
　[0108]上の式では、確率のセットの選択されたスケーリング係数α≒０．９４９２およ
び濃度Ｎ＝６４の両方が、確率表現の精度と適応速度との間の妥協を表す。上の式におい
て使用されるパラメータは、確率表現の精度とより高速な適用に対する要望との間の比較
的良好な妥協を示している。ＭＰＳの確率は、１からＬＰＳを差し引いた確率（すなわち
、（１－ＬＰＳ））に等しい。したがって、ＣＡＢＡＣによって表されることができる確
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率範囲は、［０．０１８７５，０．９８１２５］である。この範囲の上界（ＭＰＳ確率）
は、１から下限を差し引いたもの（すなわち、１－ＬＰＳ確率）に等しい。すなわち、１
－０．０１８７５＝０．９８１２５である。
【００９６】
　[0109]特定のスライスを符号化また復号する前に、ビデオエンコーダ２０およびビデオ
デコーダ３０は、いくつかの予め定義された値に基づいて確率モデルを初期化し得る。例
えば、「ｑｐ」で表される入力量子化パラメータと「initVal」で表される予め定義され
た値とを前提として、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、次の
ように（「状態」および「ＭＰＳ」で表される）確率モデルの７ビットのエントリを導出
し得る：
　qp = Clip3(0, 51, qp);
　slope　 = ( initVal >>4)*5 - 45;
　offset　= ((initVal &15)<<3)-16;
　initState= min( max( 1, ( ( ( slope * qp ) >> 4 ) + offset ) ), 126 );
　MPS = (initState >= 64 );
　state index = ( (mpState? (initState - 64) : (63 - initState)) <<1) + MPS;
【００９７】
　[0110]導出された状態インデックスは、ＭＰＳ情報を暗黙的に含む。すなわち、状態イ
ンデックスが偶数の値であるとき、ＭＰＳ値は０に等しい。逆に、状態インデックスが奇
数の値であるとき、ＭＰＳ値は１に等しい。initValの値は、８ビット精度で［０，２５
５］の範囲内である。
【００９８】
　[0111]予め定義されたinitValは、スライス依存型である。すなわち、ビデオエンコー
ダ２０は、特に、それぞれ、Ｉスライス、Ｐスライス、およびＢスライスのコード化のた
めに使用される確率モデルのためにコンテキスト初期化パラメータの３つのセットを使用
し得る。このように、ビデオエンコーダ２０は、異なるコード化シナリオおよび／または
異なるタイプのビデオコンテンツへのより良好な適合が潜在的に達成されることができる
ように、これら３つのスライスタイプについて３つの初期化テーブルから選ぶことが可能
にされる。
【００９９】
　[0112]最近のＪＥＭ３．０の進歩は、イントラモードコード化に関する開発を含む。Ｊ
ＥＭ３．０のこれらの最近の開発にしたがって、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコ
ーダ３０は、６つの最確モード（ＭＰＭ）でイントラモードコード化を実行し得る。Ｖ．
Ｓｅｒｅｇｉｎ，Ｘ．Ｚｈａｏ，Ａ．Ｓａｉｄ，およびＭ．Ｋａｒｃｚｅｗｉｃｚによる
「Neighbor based intra most probable modes list derivation」，ＪＶＥＴ－Ｃ００５
５，ジュネーブ，２０１６年５月、記載されているように、ＨＥＶＣにおける３３個の角
度モードは、６５個の角度モードに加え、６つの最確モード（ＭＰＭ）を有するＤＣモー
ドよび平面モードに拡張される。ビデオエンコーダ２０は、イントラルーマモードが、（
上で挙げたＪＶＥＴ－Ｃ００５５に記載されているように）６つのモードを含むＭＰＭ候
補リストに含まれているかどうかを示すために１ビットフラグ（例えば、「ＭＰＭフラグ
」）を符号化し得る。イントラルーマモードがＭＰＭ候補リストに含まれている（それに
よって、ビデオエンコーダ２０に、ＭＰＭフラグを正の値に設定させる）場合、ビデオエ
ンコーダ２０は、リスト中のＭＰＭ候補のうちのどれがイントラルーマモードであるかを
示すために、ＭＰＭ候補のインデックスをさらに符号化し、シグナリングし得る。そうで
ない場合（すなわち、ビデオエンコーダ２０がＭＰＭフラグを負の値に設定する場合）、
ビデオエンコーダ２０は、残りのイントラルーマモードのインデックスをさらにシグナリ
グし得る。
【０１００】
　[0113]ＪＥＭ３．０アドバンスメントのこれらの態様によれば、ビデオデコーダ３０は
、イントラルーマモードがＭＰＭ候補リストに含まれているかどうかを決定するために、
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シグナリングされた符号化済みビデオビットストリームを受信すると、ＭＰＭフラグを復
号し得る。ＭＰＭフラグが正の値に設定されるとビデオデコーダ３０が決定する場合、ビ
デオデコーダ３０は、ＭＰＭ候補リストからイントラルーマモードを識別するために、受
信したインデックスを復号し得る。逆に、ＭＰＭフラグが負の値に設定されるとビデオデ
コーダ３０が決定すると、ビデオデコーダ３０は、残りのイントラルーマモードのインデ
ックスを受信および復号し得る。
【０１０１】
　[0114]最近のＪＥＭ３．０の進歩また、適応型マルチコア変換に関してもなされている
。ＨＥＶＣで用いられるＤＣＴ－ＩＩおよび４×４ＤＳＴ－ＶＩＩに加えて、ＡＭＴ（Ad
aptive Multiple Transform）スキームが、インターコード化されたブロックおよびイン
トラコード化されたブロックの両方についての残差コード化のために使用される。ＡＭＴ
は、ＨＥＶＣにおいて現在定義されている変換以外のＤＣＴ／ＤＳＴファミリからの複数
の選択された変換を利用する。ＪＥＭ３．０の新たに導入された変換マトリックは、ＤＳ
Ｔ－ＶＩＩ、ＤＣＴ－ＶＩＩＩ、ＤＳＴ－Ｉ、およびＤＣＴ－Ｖである。
【０１０２】
　[0115]イントラ残差コード化の場合、異なるイントラ予測モードの異なる残差統計値に
より、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、モード依存型変換候補選択プ
ロセスを使用し得る。３つの変換サブセットは、以下の表４に示されるように定義されて
おり、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、以下の表５において
指定されているように、イントラ予測モードに基づいて、変換サブセットを選択し得る。
【０１０３】

【表４】

【０１０４】
【表５】

【０１０５】
　[0116]サブセットの概念では、ビデオデコーダ３０は、最初に、以下の表６に基づいて
、変換サブセットを識別し得る。例えば、変換サブセットを識別するために、ビデオデコ
ーダ３０は、１の値に設定されたＣＵレベルのＡＭＴフラグでシグナリングされるＣＵの
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デオデコーダ３０は、以下の表７にしたがって、識別された変換サブセット中の２つの変
換候補のうちの１つを選択し得る。水平変換および垂直変換の各々についての選択される
変換候補は、フラグで明示的にシグナリングされるデータに基づいて選択される。しかし
ながら、インター予測残差について、ビデオデコーダ３０は、すべてのインターモードに
対してならびに水平変換および垂直変換の両方に対して、ＤＳＴ－ＶＩＩおよびＤＣＴ－
ＶＩＩＩから構成される１つの変換セットだけを使用し得る。
【０１０６】
【表６】

【０１０７】
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【表７】

【０１０８】
　[0117]最近のＪＥＭ３．０の進歩は、ビデオコード化のためのＬＭ（線形モデル）予測
モードに関してなされている。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０のような
本開示のビデオコード化デバイスは、ビデオ符号化およびビデオ復号の際に色フォーマッ
トおよび色空間の態様を処理し得る。カラービデオは、マルチメディアシステムにおいて
本来の役割を果たし、ここで、様々な色空間が、色を効率的に表すために使用される。色
空間は、複数の成分を使用して数値で色を指定する。一般的な色空間は「ＲＧＢ」色空間
であり、ここでは、色が、３つの原色成分値（すなわち、赤、緑、青）の組合せとして表
される。カラービデオ圧縮の場合、Ａ．ＦｏｒｄおよびＡ．Ｒｏｂｅｒｔｓによる「Colo
ur space conversions」，ウェストミンスタ大学，ロンドン，Tech. Rep.，１９９８年８
月、に記載されているように、ＹＣｂＣｒ色空間が広く用されている。ＹＣｂＣｒは、線
形変換を介して、ＲＧＢ色空間から比較的容易に変換されることができる。ＲＧＢからＹ
ＣｂＣｒへの変換では、異なる成分間の冗長性、すなわち、成分間冗長性、は、結果とし
て得られるＹＣｂＣｒ色変換において大幅に低減される。
【０１０９】
　[0118]ＹＣｂＣｒの１つの利点は、Ｙ信号が輝度情報を伝達するため、白黒ＴＶとの後
位互換性である。加えて、クロミナンス帯域幅は、ＲＧＢでのサブサンプリングより大幅
に少ない主観的インパクトにより、４：２：０クロマサンプルフィーマットでＣｂおよび
Ｃｒ成分をサブサンプリングすることで低減されることができる。これらの利点により、
ＹＣｂＣｒは、ビデオ圧縮における主要の色空間である。ビデオ圧縮において使用される
ＹＣｏＣｇのような他の色空間も存在する。例示を目的として、使用される実際の色空間
に関わらず、Ｙ、Ｃｂ、Ｃｒ信号は、本開示全体にわたって、ビデオ圧縮スキームにおけ
る３つの色成分を表すために使用される。４：２：０サンプリングでは、２つのクロマア
レイ（ＣｂおよびＣｒ）の各々は、ルーマアレイ（Ｙ）の半分の高さおよび半分の幅を有
する。
【０１１０】
　[0119]図８は、ピクチャにおけるルーマおよびクロマサンプルの公称の垂直および水平
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ロケーションの例を例示する概念図である。図８に示される、ピクチャにおけるルーマお
よびクロマサンプルの公称の垂直および水平相対ロケーションは、一般に、４：２：０サ
ンプリングフォーマットによって提供されるようなロケーションに対応する。
【０１１１】
　[0120]ビデオコード化のためのＬＭ予測モードの態様が以下の段落で述べられる。ＹＣ
ｂＣｒ色空間において成分間冗長性は大幅に低減されるが、３つの色成分間の相関は、依
然としてＹＣｂＣｒ色空間に存在する。色成分間の相関をさらに低減することでビデオコ
ーディング性能を改善するために、様々な技法が研究されている。４：２：０クロマビデ
オコード化に関して、ＨＥＶＣ規格の開発中に、線形モデル（ＬＭ）予測モードが研究さ
れた。ＬＭ予測モードの態様は、Ｊ．Ｃｈｅｎ，Ｖ．Ｓｅｒｅｇｉｎ，Ｗ．－Ｊ．Ｈａｎ
，Ｊ．－Ｓ．Ｋｉｍ、およびＢ．－Ｍ．Ｊｏｅｎによる「CE6.a.4: Chroma intra predic
tion by reconstructed luma samples」、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６ ＷＰ３とＩＳＯ／ＩＥＣ
 ＪＴＣ１／ＳＣ２９／ＷＧ１１とからなるＪＣＴ－ＶＣ（Joint Collaborative Team on
 Video Coding），ＪＣＴＶＣ－Ｅ２６６，第５回会合：ジュネーブ，２０１１年３月１
６－２３日、に記載されている。ＬＭ予測モードにしたがって予測を実行するとき、ビデ
オエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、以下の式（１）に示される線形モデルを
使用することで、同じブロックのダウンサンプリングされた再構築ルーマサンプルに基づ
いてクロマサンプルを予測し得る。
【０１１２】
【数１】

【０１１３】
ここで、ｐｒｅｄＣ（ｉ，ｊ）は、ブロック中のクロマサンプルの予測を表し、ｒｅｃＬ

（ｉ，ｊ）は、同じブロックのダウンサンプリングされた再構築ルーマサンプルを表す。
パラメータαおよびβは、現在のブロックの周りの因果的再構築サンプルから導出される
。
【０１１４】
　[0121]図９は、線形モデル（ＬＭ）モードにしたがった予測において使用されるパラメ
ータの導出のために使用されるサンプルのロケーションを例示する概念図である。図９に
描写される選択された基準サンプルの例は、上の式（１）において使用されるようなαお
よびβの導出に関する。クロマブロックのサイズがＮ×Ｎと表され、ここでＮが整数であ
る場合、ｉおよびｊは両方とも、［０，Ｎ］の範囲内にある。
【０１１５】
　[0122]ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、以下の式（２）にしたがっ
て、現在のブロックの周りの隣接する再構築ルーマおよびクロマサンプル間の回帰誤差を
低減するかまたは潜在的に最小化することで、式（１）中のパラメータαおよびβを導出
し得る。
【０１１６】
【数２】

【０１１７】
パラメータαおよびβは、以下のように解かれる：
【０１１８】
【数３】
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【０１１９】
【数４】

【０１２０】
ここで、ｘiは、ダウンサンプリングされた再構築ルーマ基準サンプルを表し、ｙiは、再
構築されたクロマ基準サンプルを表し、Ｉは、基準サンプルの量（例えば、カウント）を
表す。ターゲットのＮ×Ｎクロマブロックの場合、左および上の両方の因果的サンプルが
利用可能なとき、合計の関連サンプルの数（Ｉ）は２Ｎに等しい。左または上の因果的サ
ンプルのみが利用可能なとき、合計の関連サンプルの数（Ｉ）はＮに等しい。
【０１２１】
　[0123]要約すれば、ＬＭ予測モードが適用されるとき、ビデオエンコーダ２０および／
またはビデオデコーダ３０は、以下にリストされた順序で以下のステップを呼び出し得る
：
　　　ａ）隣接するルーマサンプルをダウンサンプリングする；
　　　ｂ）線形パラメータ（すなわち、αおよびβ）を導出する；
　　　ｃ）現在のルーマブロックをダウンサンプリングし、ダウンサンプリングされたル
ーマブロックと線形パラメータとから予測を導出する。
【０１２２】
　[0124]コード化効率をさらに改善するために、ビデオエンコーダ２０および／またはビ
デオデコーダ３０は、隣接するサンプルｘiおよび対応するルーマブロック内のダウンサ
ンプリングされたルーアサンプルｒｅｃＬ（Ｉ，ｊ）を導出するために、（１，２，１）
および（１，１）というダウンサンプリングフィルタを利用し得る。
【０１２３】
　[0125]最近のＪＥＭ３．０の進歩はまた、クロマ成分間の予測に関してもなされている
。ＪＥＭでは、ＬＭ予測モードは、２つのクロマ成分間の予測に拡張される。例えば、Ｃ
ｒ成分は、Ｃｂ成分から予測される得る。再構築サンプル信号を使用する代わりに、ビデ
オエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、残差ドメインにおいて成分間予
測を適用し得る。例えば、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、
最終のＣｒ予測を形成するために、加重された再構築Ｃｂ残差を元のＣｒイントラ予測に
加えることで、成分間予測の残差ドメイン適用をインプリメントし得る。この動作の例は
、以下の式（３）に示される：
【０１２４】
【数５】

【０１２５】
　[0126]ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、ＬＭモードで導出
されるように、スケーリング係数αを導出し得る。しかしながら、１つの相違点は、導出
されたスケーリング係数がデフォルト値（－０．５）に向かってバイアスがかけられるよ
うな、誤差関数におけるデフォルトのα値に対する回帰コストの加算である。ＬＭ予測モ
ードは、１つの追加のクロマイントラ予測モードとして加えられる。この点において、ビ
デオエンコーダ２０は、クロマイントラ予測モードを選択するためにクロマ成分について
のもう１つのＲＤコストチェックを加え得る。
【０１２６】
　[0127]四分木二分木（ＱＴＢＴ）構造の態様が以下の段落に説明されている。ＶＣＥＧ
 proposal ＣＯＭ１６－Ｃ９６６（Ｊ．Ａｎ，Ｙ．－Ｗ．Ｃｈｅｎ，Ｋ．Ｚｈａｎｇ，Ｈ
．Ｈｕａｎｇ，Ｙ．－Ｗ．Ｈｕａｎｇ，およびＳ．Ｌｅｉによる「Block partitioning s
tructure for next generation video coding」，国際電気通信連合，ＣＯＭ１６－Ｃ９
６６，２０１５年９月）において、ＱＴＢＴ区分化スキームが、ＨＥＶＣを超える将来的
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なビデオコーディング規格のために提案された。シミュレーションは、ＣＯＭ１６－Ｃ９
６６で提案されたＱＴＢＴ構造が、ＨＥＶＣにおいて使用される四分木構造より効率的で
あることを示した。ＣＯＭ１６－Ｃ９６６の提案されたＱＴＢＴ構造では、コード化ツリ
ーブロック（ＣＴＢ）は、最初に、四分木構造にしたがって区分化され、ここでは、１つ
のノードの四分木分割は、このノードが最小許容四分木リーフノードサイズ（MinQTSize
）に達するまで反復されることができる。
【０１２７】
　[0128]ＱＴＢＴ構造によれば、四分木リーフノードサイズが、最大許容二分木ルートノ
ードサイズ（MaxBTSize）より大きくない場合、四分木リーフノードは、二分木構造にし
たがってさらに区分化されることができる。所与のノードの二分木分割は、このノードが
最小許容二分木リーフノードサイズ（MinBTSize）に達するまでまたは反復分割が最大許
容二分木深度（MaxBTDepth）に達するまで反復されることができる。二分木リーフノード
は、すなわち、これ以上の区分化なしに予測（例えば、イントラピクチャまたはインター
ピクチャ予測）および変換に使用されることができるＣＵである。
【０１２８】
　[0129]二分木分割にしたがって、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ
３０は、対称水平分割および対称垂直分割という２つの分割タイプをインプリメントし得
る。ＱＴＢＴ区分化構造の一例では、ＣＴＵサイズは、１２８×１２８（すなわち、１２
８×１２８のルーマサンプルと２つの対応する６４×６４のクロマサンプル）に設定され
、MinQTSizeは、１６×１６に設定され、MaxBTSizeは、６４×６４に設定され、（幅と高
さの両方についての）MinBTSizeは、４に設定され、MaxBTDepthは、４に設定される。ビ
デオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、四分木リーフノードを生成す
るために、最初にＱＴＢＴスキームの四分木区分化部分をＣＴＵに適用し得る。四分木リ
ーフノードは、１６×１６（すなわち、MinQTSize）から１２８×１２８（すなわち、Ｃ
ＴＵサイズ）までのサイズを有し得る。
【０１２９】
　[0130]四分木リーフノードが１２８×１２８である場合、ビデオエンコーダ２０および
／またはビデオデコーダ３０は、このノードがMaxBTSize（このケースでは、６４×６４
）を超えるため、ＱＴＢＴスキームの二分木部分を使用して四分木リーフノードをこれ以
上分割しないであろう。そうでない場合（すなわち、ノードサイズが６４×６４のMaxBTS
izeを超えない場合）、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０、ＱＴ
ＢＴ構造の二分木区分化部分を使用して四分木リーフノードをさらに区分化し得る。した
がって、四分木リーフノードはまた、ＱＴＢＴスキームの二分木部分のためのルートノー
ドでもあり、ゆえに、０の二分木深度を有する。反復二分木区分化により、二分木深度が
MaxBTDepth（すなわち、４）に達すると、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデ
コーダ３０は、このリーフノードに対してあらゆる種類のこれ以上の分割を実行しない。
ＱＴＢＴスキームの二分木部分が、MinBTSize（すなわち、４）に等しい幅を有する二分
木ノードに帰着するとき、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、
このノードのこれ以上の水平分割を実行しないであろう。同様に、ＱＴＢＴスキームの二
分木部分が、MinBTSize（すなわち４）に等しい高さを有する二分木ノードに帰着すると
き、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、このノードのこれ以上
の垂直分割を実行しないであろう。（仮にも区分化が二分木区分化に達すると）ＱＴＢＴ
スキームの二分木部分のリーフノードは、すなわち、これ以上の区分化なしに予測および
変換によってさらに処理されるＣＵである。
【０１３０】
　[0131]図１０は、ＱＴＢＴ区分化スキームの態様を例示する概念図である。図１０の左
側にあるブロック図は、ＱＴＢＴ区分化構造にしたがったブロック１６２の区分化の例を
例示する。ＱＴＢＴ区分化スキームの四分木区分化態様は、ブロック１６２において実線
を使用して例示され、ＱＴＢＴ区分化スキームの二分木区分化態様は、ブロック１６２に
おいて破線を使用して例示される。ブロック１６２は、ＱＴＢＴスキームの四分木部分の
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み呼び出されるケースでは正方形のリーフノードへと区分化され、（四分木区分化部分と
組み合わせて呼び出されても呼び出されなくても）ＱＴＢＴスキームの二分木部分が呼び
出されるケースでは非正方形の長方形のリーフノードへと区分化される。複数の変換が可
能であるＨＥＶＣの区分化技法とは対照的に、ＱＴＢＴ区分化スキームは、ＰＵサイズが
常にＣＵサイズに等しくなるシステムを提供する。
【０１３１】
　[0132]図１０の右側にある概略図は、ツリー構造１６４を例示する。ツリー構造１６４
は、図１０のブロック１６２に関して例示される区分化に関する対応するツリー構造であ
る。ツリー構造１６４のケースでもまた、図１０のＱＴＢＴ区分化スキームの後援（ausp
ices）内で、実線は四分木分割を示し、破線は二分木分割を示す。ツリー構造１６４にお
いて破線を使用して例示される二分木部分の分割（すなわち、非リーフ）ノードごとに、
ビデオエンコーダ２０は、どの分割タイプ（すなわち、水平または垂直）が使用されるか
を示すためにそれぞれの１ビットフラグをシグナリングし得る。ＱＴＢＴ区分化のいくつ
かのインプリメンテーションによれば、ビデオエンコーダ２０は、フラグを、水平分割を
示すためにゼロ（０）の値におよび垂直分割を示すために１の値に設定し得る。ＱＴＢＴ
区分化構造の四分木分割部分については、四分木分割が常にブロックを同じサイズの４つ
のサブブロックへと水平および垂直に分割するため、分割タイプを示す必要はないことは
認識されるであろう。
【０１３２】
　[0133]図１１Ａおよび１１Ｂは、ＱＴＢＴ区分化スキームにしたがった、対応するルー
マおよびクロマブロックについての別個の区分化構造の例を例示する。ＱＴＢＴブロック
区分化技術は、対応するルーマおよびクロマブロックが別個のＱＴＢＴベースの区分化構
造を有するという特徴を可能にするおよびサポートする。ＱＴＢＴ区分化スキームに基づ
いて、ＰスライスおよびＢスライスの場合は、１つのＣＴＵ中の対応するルーマおよびク
ロマＣＴＵは、同じＱＴＢＴベースの区分化構造を共有する。しかしながら、Ｉスライス
の場合は、ルーマＣＴＵは、第１のＱＴＢＴベースの区分化構造によってＣＵへと区分化
されることができ、クロマＣＴＵは、第１のＱＴＢＴベースの区分化構造とは異なる場合
も異ならない場合もある第２のＱＴＢＴベースの区分化構造によってクロマＣＵへと区分
化される。ゆえに、Ｉスライス中のＣＵは、１つのルーマ成分のコード化ブロックまたは
２つのクロマ成分のコード化ブロックから構成され得、ＰおよびＢスライス中のＣＵの場
合、このＣＵは、すべての３つの色成分のコード化ブロックから構成され得る。
【０１３３】
　[0134]ＩスライスのためにＱＴＢＴによってサポートされる別個のツリー構造は、クロ
マコード化に関する態様を含む。例えば、ＪＥＭは、１つのＰＵにつき６つのクロマモー
ドを可能にする。ＤＭモードの使用は、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコ
ーダ３０が、クロマＰＵについて、対応するルーマＰＵについての予測モードと同じ予測
モードを利用することを示す。上述したように、Ｉスライスの場合、ルーマブロックおよ
び対応するクロマのためのＱＴＢＴベースの区分化構造は異なり得る。そのため、ＤＭモ
ードがＩスライスにおいて使用されるとき、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオ
デコーダ３０は、クロマＰＵについての予測を実行するために、左上位置をカバーするＰ
Ｕのルーマ予測モードを継承し得る。ルーマブロックおよびその対応するクロマブロック
が常に同じツリー構造を共有するＨＥＶＣの区分化技法とは対照的に、ＪＥＭ３．０のＱ
ＴＢＴベースの区分化は、図１１Ａおよび１１Ｂに示されるようなルーマツリー構造とク
ロマツリー構造との間の起こり得る差分を可能にする。
【０１３４】
　[0135]図１１Ａおよび１１Ｂは、Ｉスライス中の１つのＣＴＵのＱＴＢＴ区分化構造の
例を例示する。図１１Ａは、ルーマブロック１７２を例示し、ここで、左区分１７４は、
上下で挟み込む中括弧（upper and lower bookending braces）を使用して表されている
。図１１Ｂは、対応するクロマブロック１７６を例示し、ここで、左区分１７８が、上下
で挟み込む中括弧を使用して表されている。それぞれの左区分１７４および１７８は、図
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」は、それぞれの区分内で例示されるそれぞれの整数値を表す、は、それぞれの区分のた
めのルーマイントラ予測モードがｉに等しいインデックスを有することを示す。図１１Ａ
および１１Ｂに例示される例では、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ
３０は、ＤＭモードでクロマブロック１７６の左区分を符号化／復号し得る。ゆえに、ビ
デオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、クロマブロック１７６の左区
分１７８を予測するために、左上の対応するルーマブロック区分からＬＭモードを選び得
る。図１１Ａおよび１１Ｂに例示される使用事例シナリオでは、ビデオエンコーダ２０お
よび／またはビデオデコーダ３０は、「ｉ」がルーマブロック１７２の左上区分において
１の値を有するため、クロマブロック１７６の左区分１７８を符号化／復号するために、
１に等しいインデックスを有するイントラ予測モードを選択し得る。
【０１３５】
　[0136]上の表７は、ビデオエンコーダ２０がクロマモードをシグナリングするために使
用し得るモード配列を指定する。導出モード（ＤＭ）が常に存在するモードのうちの１つ
を指すときに生じ得るクロマモードシグナリングにおける起こり得る冗長性を取り除くた
めに、ビデオエンコーダ２０は、以下の表７．１に示されるように、重複モードの代わり
になるために、角度（合計で６７個のイントラモードが存在する場合６６個の）モードを
使用し得る。以下の表７．１に例示される使用事例シナリオでは、（ＩＮＴＲＡ＿ＡＮＧ
ＵＬＡＲ６６と表される）角度モードは、「代替モード」と呼ばれる。
【０１３６】
【表７．１】

【０１３７】
　[0137]上述したように、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、クロマ予
測モードのエントロピーコード化を実行し得る。クロマモードコード化では、１－ｂシン
タックス要素（０）が、最も頻繁に生じる導出モードに割り当てられ、２つのビン（１０
）が、ＬＭモードに割り当てられ、４－ｂシンタックス要素（１１００、１１０１，１１
１０，１１１１）が残りの４つのモードに割り当てられる。最初の２つのビンは、１つの
コンテキストモデルでコード化され、（必要であれば）残りの２つのビンは、バイパスコ
ード化される。
【０１３８】
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【表７．２】

【０１３９】
　[0138]本開示の技法は、上述した様々な技法の性能を改善することを対象としている。
上述したように、ＪＥＭ３．０は、同じＣＴＵのためのクロマブロック区分化およびルー
マブロック区分化に対して別個のツリー構造をサポートする。しかしながら、１つのクロ
マＰＵは、複数のルーマＰＵに対応し得る。ＪＥＭ３．０のＱＴＢＴ区分化態様にしたが
って、クロマコード化のために複数のルーマＰＵからルーマイントラ予測モードのうちの
１つだけを継承することは、準最適結果を提供し得、これは、本開示の様々な技法によっ
て改善されることまたはできる限り最適化されることができる。追加的に、ＪＥＭにおけ
る所与のＰＵにつての可能なクロマモードの総数は６である。しかしながら、ルーマコー
ド化の場合、可能なモードの総数は、６７である。本開示の様々な技法は、クロマモード
の総数を増加させることでコード化効率を改善し得る。
【０１４０】
　[0139]本開示の様々な技法は、以下に個条書きでリストされる。ビデオエンコーダ２０
および／またはビデオデコーダ３０が、後述される様々な技法を、単独でまたは説明され
る技法の２つ以上の様々な組合せで適用し得ることは認識されるであろう。ビデオエンコ
ーダ２０および／またはビデオデコーダ３０によって実行されるとして説明されているが
、図２に例示されたビデオエンコーダ２０の１つまたは複数の構成要素および／または図
３に例示されたビデオデコーダ３０の１つまたは複数の構成要素が本開示の様々な技法を
実行し得ることは認識されるであろう。
【０１４１】
　[0140]以下の説明は、１つのクロマブロックのサイズをＷ×Ｈとして表す（ここで、「
Ｗ」は、クロマブロックの幅であり、「Ｈ」は高さである）。スライス全体に対するクロ
マブロック中の左上画素の位置は、タプル（ｘ，ｙ）で表され、ここで、「ｘ」および「
ｙ」は、それぞれ水平オフセットおよび垂直オフセットである。所与のクロマブロックに
対応するルーマブロックは、（４：２：０色フォーマットのための）２Ｗ×２Ｈまたは（
４：４：４色フォーマットのための）Ｗ×Ｈに等しいサイズを有する。スライス全体に対
する対応するルーマブロック中の左上画素の位置は、（４：２：０のための）タプル（２
ｘ，２ｙ）または（４：４：４のための）（ｘ，ｙ）で表される。以下に与えられる例は
、４：２：０色フォーマットに関して説明される。本明細書で説明される技法が他の色フ
ォーマットにも拡張可能であることは認識されるであろう。
【０１４２】
　[0141]本開示の特定の態様によれば、複数のＤＭモードが、クロマコード化に関して加
えられ得、それによって、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０に利用可能な
（ルーマブロックからの）利用可能なクロマ符号化および復号モードの数を増加させる。
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すなわち、本開示のこれらの態様によれば、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ
３０は、対応するルーマブロックのために使用されるコード化モードを継承するために、
単一のオプションより多くの数のＤＭオプションを有し得る。例えば、本開示の技法によ
れば、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、対応するルーマブロ
ックにおいて使用されるイントラ予測モードに基づいて、クロマブロックについてのＤＭ
イントラ予測モードを含む候補リストを生成し得る。ＤＭ候補リストにおける可能なクロ
マモードの総数を同じに維持することでコード化および帯域幅効率を保ちつつ、複数のＤ
Ｍを適用することを対象とした本開示の技法は、ＤＭが、既存の技法において使用される
デフォルトモードより良好な精度を提供するため、潜在的な精度の向上を提供する。
【０１４３】
　[0142]この例では、ビデオエンコーダ２０は、ＪＥＭ３．０において現在明記されてい
るクロマモードをシグナリングし得る。しかしながら、ビデオエンコーダ２０が、クロマ
ブロックのクロマコード化のためにＤＭモードを選択する場合、ビデオエンコーダ２０は
、追加のシグナリングをインプリメントし得る。より具体的には、この例によれば、ビデ
オエンコーダ２０は、ＤＭモードがクロマブロックの符号化のために選択されたことを示
すフラグを符号化し、シグナリングし得る。クロマブロックがＤＭモードで符号化されて
いることに基づいて、ビデオエンコーダ２０は、候補リストのどのモードがＤＭモードと
して使用されたかを示すために、インデックス値を符号化し、シグナリングし得る。ビデ
オエンコーダ２０は、候補リストのサイズに基づいて、０と５との間のインデックス値を
符号化し、シグナリングし得る。すなわち、ビデオエンコーダ２０は、合計で６つの候補
を含むクロマ予測モードの候補リストを生成し得、すなわち、６という候補リストサイズ
に帰着する。
【０１４４】
　[0143]符号化されたクロマブロックがＤＭモードを使用して符号化されたことを示す値
に設定されたフラグを受信することに基づいて、ビデオデコーダ３０は、クロマブロック
についての復号モードが候補リストに含まれていると決定し得る。次に、ビデオデコーダ
３０は、クロマモード候補リスト中のエントリを識別するインデックスを受信し、復号し
得る。符号化されたクロマブロックがＤＭモードを使用しておよび符号化されたクロマブ
ロックのために受信されたインデックス値を使用して符号化されたことを示すフラグに基
づいて、ビデオデコーダ３０は、クロマモード候補リストから、クロマブロックの復号に
使用するために特有のモードを選択し得る。このように、ビデオエンコーダ２０およびビ
デオデコーダ３０は、ＤＭモードがクロマブロックのコード化に選択される事例において
、クロマブロックの符号化および復号に使用されることができる候補モードの数を増加さ
せ得る。ビデオデコーダ３０は、候補リストのサイズに基づいて、０と５との間のインデ
ックス値を復号し得る。すなわち、ビデオデコーダ３０は、合計で６つの候補を含むクロ
マ予測モードの候補リストを生成し得、すなわち、６という候補リストサイズに帰着する
。
【０１４５】
　[0144]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０は、クロマブロックが線形モデル（Ｌ
Ｍ）モードで符号化されるかどうかを示すために、最初に、フラグを符号化し、シグナリ
ングし得る。これらの例では、ビデオエンコーダ２０は、候補リスト中のＤＭ候補のすべ
てを示すデータを用いて、（クロマブロックがＬＭ符号化されるか否かを示すための）シ
グナリングされたフラグに従い得る。このインプリメンテーションによれば、ビデオデコ
ーダ３０は、符号化済みビデオビットストリームにおいて、クロマブロックがＬＭモード
で符号化されるか否かを示す符号化されたフラグを受信し得る。ビデオデコーダ３０は、
候補リスト中のＤＭ候補のすべてを示すデータを、符号化済みビデオビットストリーム中
のＬＭフラグに続いて開始する位置から、解釈し得る。ゆえに、本開示の様々な例にした
がって、ビデオデコーダ３０が、ＤＭ候補リストを構築し得るか、または代替的に、符号
化済みビデオビットストリーム中の全ＤＭ候補リストを受信し得るかのいずれかを行うこ
とは認識されるであろう。ビデオデコーダ３０は、いずれのシナリオにおいても、候補リ
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ストから好適なＤＭモードを選択するために、シグナリングされたインデックスを使用し
得る。
【０１４６】
　[0145]ビデオエンコーダ２０はまた、ＤＭ候補リストのＤＭに関してプルーニングをイ
ンプリメントし得る。すなわち、ビデオエンコーダ２０は、リストに含まれているＤＭの
うちの２つが同一であるか否かを決定し得る。ビデオエンコーダ２０が、単一のＤＭの複
数のインスタンス（すなわち、複数の同一のＤＭ）が候補リストに含まれていると決定す
る場合、ビデオエンコーダ２０は、同じＤＭの１つのインスタンスを除きすべてを取り除
くことで冗長性を取り除き得る。すなわち、ビデオエンコーダ２０は、そのような同一の
ＤＭの厳密に１つのインスタンスが候補リストに残るようにリストをプルーニングし得る
。
【０１４７】
　[0146]本開示のＤＭ候補リストベースの技法のいくつかの例では、ビデオエンコーダ２
０は、デフォルトモードのうちの１つまたは複数に対して候補リスト中のＤＭ候補をプル
ーニングし得る。本開示のプルーニング技法にしたがって、デフォルトモードのうちの１
つ（例えば、デフォルトモードリスト中の第Ｋのモード）がＤＭ候補リスト中のＤＭモー
ドのうちの１つと同一であるとビデオエンコーダ２０が決定する場合、ビデオエンコーダ
２０は、候補リスト中のそのようなＤＭモードを代替モードと置き換え得る。候補リスト
中のプルーニングされたＤＭモードを置き換えることに加えて、ビデオエンコーダ２０は
、（（max Intra Mode Index）－１－Ｋ）の値に等しいインデックスを有するモードに代
替モードを設定し得る。ビデオエンコーダ２０が、候補リストに含まれるＤＭモードのす
べてを示すデータをシグナリングするいくつかのインプリメンテーションでは、ビデオエ
ンコーダ２０は、プルーニングされたＤＭ候補リストを反映するデータをシグナリングし
得る。
【０１４８】
　[0147]ビデオデコーダ３０もまたＤＭ候補リスト構築を実行するいくつかの例では、ビ
デオデコーダ３０もまた、ＤＭ候補リストを確定するためにプルーニングを実行する。例
えば、デフォルトモードのうちの１つ（例えば、デフォルトモードリスト中の第Ｋのモー
ド）がＤＭ候補リスト中のＤＭモードのうちの１つと同一であるとビデオデコーダ３０が
決定する場合、ビデオデコーダ３０は、候補リスト中のそのようなＤＭモードを代替モー
ドと置き換え得る。候補リスト中のプルーニングされたＤＭモードを置き換えることに加
えて、ビデオデコーダ３０は、（（max Intra Mode Index）－１－Ｋ）の値に等しいイン
デックスを有するモードに代替モードを設定し得る。
【０１４９】
　[0148]上で説明したＤＭ候補リストベースの技法のうちの１つまたは複数をインプリメ
ントすることで、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、可能なクロマ予測
モードの数を増加させ得る。上で説明したＤＭ候補リストベースの技法を介して利用可能
なクロマモードの数の増加は、精確さを維持しつつコード化効率を向上させ得る。上で説
明したように、様々な例では、ビデオデコーダ３０は、符号化済みビデオビットストリー
ムを介してＤＭ候補リスト全体を受信し得る。また代替的に、ＤＭ候補リストを構築し、
クロマブロックに関してＤＭ候補リストから予測モードを選択するためにシグナリングさ
れたインデックスを使用し得る。ビデオデコーダ３０は、明示的にシグナリングされたＤ
Ｍ候補リストを受信するか、または代替的に、ＤＭ候補リストを構築するかのいずれかを
行い得るため、様々なＤＭ候補リストベースの技法は、本明細書では、ビデオエンコーダ
２０によって、そしてオプションでビデオデコーダ３０によって実行されていると説明さ
れる。
【０１５０】
　[0149]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０は、特定の領域（universe）内に、例
えば、タイル内、スライス内、ピクチャ内、またはシーケンス内に、ＤＭ候補リストのサ
イズ（すなわち、ＤＭ候補リストに含まれる候補の総数）を固定し得る。いくつかのその
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ような例では、ビデオデコーダ３０が、ＤＭ候補リストを構築し、候補を選択するために
シグナリングされたインデックスを使用するように構成される場合、ビデオデコーダ３０
はまた、特定の領域内に、例えば、タイル内、スライス内、ピクチャ内、またはシーケン
ス内に、ＤＭ候補リストのサイズ（すなわち、ＤＭ候補リストに含まれる候補の総数）を
固定し得る。
【０１５１】
　[0150]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０は、対応する符号化されたビデオデー
タに関して帯域外でシグナリングされることができるメタデータ包含データ構造（metada
ta-containing data structure）において候補リストのサイズをシグナリングし得る。い
くつかの非限定的な例として、ビデオエンコーダ２０は、スライスヘッダ、ピクチャパラ
メータセット（ＰＰＳ）、またはシーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）のうちの任意の
ものにおいて候補リストのサイズをシグナリングし得る。いくつかの例によれば、ビデオ
エンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、候補リストのサイズが
すべてのブロックサイズに対して同じになるように候補リストのサイズを予め定義するよ
うに構成され得る。代替的に、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコ
ーダ３０）は、候補リストのサイズがブロックのサイズに依存して異なるように候補リス
トのサイズを予め定義するように構成され得る。
【０１５２】
　[0151]いくつかの例によれば、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデ
コーダ３０）は、最大で３つの部分を含む（例えば、包含する）ようにＤＭ候補リストを
構築し得る。これらの例では、ＤＭ候補リストの３つの部分は、以下を含む：（ｉ）対応
するルーマブロックに対する特定の位置に関連するルーマイントラ予測モードの候補を含
む第１の部分、（ｉｉ）対応するルーマブロック内のすべてのルーマブロックの関数から
導出される候補を含む第２の部分、例えば、上の１つの例で説明するような、最も頻繁に
使用されるルーマイントラ予測モード、および（ｉｉｉ）モードインデックスの特定のオ
フセットを有する、選択されたルーマイントラ予測モードから導出される候補を含む第３
の部分。
【０１５３】
　[0152]一例では、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）
は、候補の総数が、予め定義されたリストサイズ（すなわち、ＤＭモードの予め定義され
た総数）と等しくなるまで、最初の２つの部分からの候補をＤＭ候補リストに順番に挿入
し得る。ＤＭ候補リストに含まれるモードに関してプルーニングプロセスを実行した後、
候補リストのサイズが、依然として、ＤＭモードの予め定義された総数より小さい場合、
ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、リストの第３の
部分から候補を挿入し得る。１つのそのような例では、ビデオエンコーダ２０（およびオ
プションで、ビデオデコーダ３０）は、第１の部分、それに続く第２の部分、そしてそれ
に続く第３の部分という順番に、３つの部分（または、プルーニングの結果に依存して２
つの部分）からの候補を候補リストに挿入し得る。別の代替的な例では、ビデオエンコー
ダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、第１の部分からの候補の前に第
２の部分からの候補を挿入し得る。さらに別の代替的な例では、ビデオエンコーダ２０（
およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、（例えば、第１の部分および第２の部分
の候補をインターリーブまたは混ぜ合わさることで）第１の部分からの候補中に第２の部
分からの候補を挿入し得る。
【０１５４】
　[0153]いくつかの例によれば、ＤＭ候補リストの第１の部分の候補は、対応するルーマ
ブロックのコード化のために特定の位置から継承されたモードである。例えば、候補リス
トの第１の部分は、対応するルーマブロック中の次の位置から継承されたモードを含み得
る：中央位置、左上位置、右上位置、左下位置、および右下位置。すなわち、この例では
、候補リストの第１の部分は、対応するルーマブロックの４つのコーナーから継承された
モードを含み得る。１つのそのような例では、ビデオエンコーダ２０（およびオプション



(40) JP 2019-528025 A 2019.10.3

10

20

30

40

50

で、ビデオデコーダ３０）は、次の順序で、対応するルーマブロックの４つのコーナー位
置から継承されたモードをＤＭ候補リストに挿入し得る：中央、左上、右上、左下、右下
。別のそのような例では、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ
３０）は、次の順序で、対応するルーマブロックの４つのコーナー位置から継承されたモ
ードをＤＭ候補リストに挿入し得る：中央、左上、右下、左下、右上。他の例では、順序
は異なり得、上で説明した順序が非限定的な例であることは認識されるであろう。
【０１５５】
　[0154]一例では、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）
は、対応するルーマブロックのすべての位置のイントラ予測モードを含むようにＤＭ候補
リストの第１の部分を作成し得る。この例では、第１の部分が、対応するルーマブロック
のイントラ予測モードのすべてを含むため、第２の部分は必要なくなり得る。追加的に、
ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、特定の順序で、
対応するルーマブロック内のすべての単位をトラバースし得る。代替的に、または加えて
、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、対応するルー
マブロック内の出現の降順に基づく順序で追加モードをＤＭ候補リストに加え得る。
【０１５６】
　[0155]一例では、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）
は、第３の部分を作成するために、リストに挿入される最初の１つまたは複数の候補にオ
フセットを適用し得る。加えて、第３の部分を作成する際、ビデオエンコーダ２０（およ
びオプションで、ビデオデコーダ３０）は、挿入された候補のプルーニングをさらに適用
または実行し得る。１つの代替的な例では、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで
、ビデオデコーダ３０）は、隣接ブロックからの１つまたは複数のイントラクロマモード
を含むように第３の部分を作成し得る。
【０１５７】
　[0156]本明細書で説明される技法のいくつかのインプリメンテーションによれば、ビデ
オエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、ＣＵからＣＵに、Ｐ
ＵからＰＵに、またはＴＵからＴＵに、候補リストのサイズを適応的に変更し得る。一例
では、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、３部分か
らなるＤＭ候補リスト作成インプリメンテーションに関して説明したように、第１の部分
からの候補だけを加え得る。代替的に、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビ
デオデコーダ３０）は、第１および第２の部分からの候補だけをＤＭ候補リストに加え得
る。いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３
０）は、同一のイントラ予測モードを取り除くために、プルーニングを実行し得る。ＩＩ
Ｉ。
【０１５８】
　[0157]ビデオエンコーダ２０がＤＭ候補リストをプルーニングする例では、最終のプル
ーニング後のＤＭ候補リスト中の候補の数が１に等しい場合、ビデオエンコーダ２０は、
ＤＭインデックスをシグナリングしなであろう。いくつかの例では、ビデオエンコーダ２
０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、短縮単項二値化を使用してＤＭ候補
リスト内のＤＭインデックス値を二値化し得る。代替的に、ビデオエンコーダ２０（およ
びオプションで、ビデオデコーダ３０）は、単項二値化を使用してＤＭ候補リスト内のＤ
Ｍインデックス値を二値化し得る。
【０１５９】
　[0158]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコー
ダ３０）は、コンテキストモデルインデックスをビンインデックスに等しく設定し得る。
代替的に、ＤＭインデックス値をコード化するためのコンテキストモデルの総数は、最大
候補の数より小さいであろう。このケースでは、ビデオエンコーダ２０は、コンテキスト
モデルインデックスをｍｉｎ（Ｋ，ビンインデックス）に等しく設定し得、ここで、Ｋは
、正の整数を表す。代替的に、ビデオエンコーダ２０は、コンテキストモデルで最初の数
ビンだけを符号化し得、残りのビンをバイパスモードで符号化し得る。この例では、ビデ
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オデコーダ３０は、コンテキストモデルで最初の数ビンだけを復号し得、残りのビンをバ
イパスモードで復号し得る。
【０１６０】
　[0159]代替的に、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）
は、ＤＭ候補の総数、またはＣＵ、ＰＵ、またはＴＵサイズのうちの１つまたは複数に依
存して、コンテキストコード化されるビンの数を決め得る。代替的に、最初のＭ個のビン
（例えば、Ｍは１に等しい）の場合、コンテキストモデリングは、最終の（例えば、プル
ーニング後の）ＤＭ候補リスト中のＤＭ候補の総数、またはＣＵ／ＰＵ／ＴＵサイズ、ま
たは対応するルーマブロックの分割情報にさらに依存し得る。
【０１６１】
　[0160]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコー
ダ３０）は、二値化の前に候補リスト中の候補をさらに再順序付けし得る。一例では、Ｃ
Ｕ／ＰＵ／ＴＵの幅がＣＵ／ＰＵ／ＴＵの高さより大きいとき、再順序付けは、候補のた
めのリアルイントラモードと水平イントラ予測モードとの間のイントラ予測モードインデ
ックス差分に基づき得る。差分が小さいほど、ＤＭ候補リスト中の候補に割り当てられる
こととなるインデックスは小さくなり、割り当てられることとなる。別の例では、ＣＵ／
ＰＵ／ＴＵの高さがＣＵ／ＰＵ／ＴＵの幅より大きいとき、再順序付けは、候補のための
リアルイントラモードと垂直イントラ予測モードとの間のイントラ予測モードインデック
ス差分に基づき得る。この例ではまた、差分が小さいほど、ＤＭ候補リスト中の候補に割
り当てられることとなるインデックスは小さくなる。
【０１６２】
　[0161]代替的に、さらに、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコー
ダ３０）は、デフォルトモードに対してリスト中のすべてのＤＭ候補のプルーニングを実
行し得る。デフォルトモードのうちの１つ（例えば、デフォルトモードリスト中の第Ｋの
モード）がＤＭ候補リスト中のＤＭモードのうちの１つと同一である場合、ビデオエンコ
ーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、ＤＭ候補リスト中のそのよう
なＤＭモードを、代替モードと置き換え得る。候補リスト中のプルーニングされたＤＭモ
ードを置き換えることに加えて、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデ
コーダ３０）は、（（max Intra Mode Index）－１－Ｋ）の値に等しいインデックスを有
するモードに代替モードを設定し得る。
【０１６３】
　[0162]本開示のいくつかの技法によれば、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ
３０は、ルーマイントラ予測モードとクロマイントラ予測モードとを単一化し得る。すな
わち、各クロマブロックについて、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ
３０は、線形モデル（ＬＭ）モードおよびクロマ成分のコード化に特有の他のモードに加
え、利用可能なルーマ予測モードのプール（pool）から予測モードを選択し得る。利用可
能なルーマ予測モードのプールは、本明細書では、合計「Ｎ」個の予測モードを含むと説
明されており、ここで、「Ｎ」は、正の整数値を表す。いくつかの例では、「Ｎ」の値は
、６７個の異なる利用可能なルーマ予測モードに対応する６７に等しい。
【０１６４】
　[0163]追加的に、ビデオエンコーダ２０はまた、最確モード（ＭＰＭ）フラグを、そし
てこのＭＰＭフラグの値に依存して、クロマイントラ予測モードの符号化およびシグナリ
ングに関する（ＭＰＭ候補リスト中のＭＰＭ候補のインデックスに対応する）ＭＰＭイン
デックスをシグナリングし得る。例えば、ビデオエンコーダ２０は、クロマブロックにつ
いての１つまたは複数のＤＭモードをＭＰＭ候補リストに最初に加えることで、ＭＰＭ候
補リストを構築し得る。上述したように、ビデオエンコーダ２０は、クロマブロックにつ
いての複数のＤＭモードを識別し得る。しかしながら、いくつかのシナリオでは、ビデオ
エンコーダ２０が、クロマブロックについて単一のＤＭモードを識別し得ることは認識さ
れるであろう。ＤＭモードをＭＰＭ候補リストに加えた後、ビデオエンコーダ２０は、隣
接ブロックからの他のクロマモードをＭＰＭ候補リストに加え得る。代替的に、または加
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えて、ビデオエンコーダ２０は、例えば、Ｖ．Ｓｅｒｅｇｉｎ，Ｘ．Ｚｈａｏ，Ａ．Ｓａ
ｉｄ，Ｍ．Ｋａｒｃｚｅｗｉｃｚによる「Neighbor based intra most probable modes l
ist derivation」，ＪＶＥＴ－Ｃ００５５，ジュネーブ，２０１６年５月（以降「Ｓｅｒ
ｅｇｉｎ」）に記載されているルーマＭＰＭ候補リスト構築プロセスを使用することで、
デフォルトモードを加え得る。
【０１６５】
　[0164]代替的に、ビデオエンコーダ２０は、ルーマモードＭＰＭ候補リストの場合と同
様にクロマＭＰＭ候補リストを構築し得る。例えば、ビデオエンコーダ２０は、Ｓｅｒｅ
ｇｉｎに記載されている順序でいくつかの隣接ブロックをチェックし得る。これらのイン
プリメンテーションでは、ビデオエンコーダ２０は、 ＬＭモードおよび／または他のク
ロマ固有のイントラ予測モードを、ビデオエンコーダ２０が他のイントラ予測モードを処
理するのと同様に処理し得る。さらに、ビデオエンコーダ２０は、同一のイントラ予測モ
ードが複数のソースから加えられることから生じる冗長性を取り除くためにＭＰＭ候補リ
ストをプルーニングし得る。
【０１６６】
　[0165]一例では、ビデオエンコーダ２０は、ＬＭモードおよび／またはクロマ成分のコ
ード化にのみ使用される他の予測モードのような、クロマ成分にのみ適用される１つまた
は複数のクロマ固有のモードの使用量（usage）を示すためにフラグを最初にシグナリン
グし得る。選択された予測モードがクロマ固有のモードでない（すなわち、ビデオエンコ
ーダ２０が、上述したフラグを無効状態に設定する）場合、ビデオエンコーダ２０は、Ｍ
ＰＭフラグをさらにシグナリグし得る。この例となるインプリメンテーションでは、隣接
ブロックから継承されたクロマ予測モードをＭＰＭリストに加えるとき、ビデオエンコー
ダ２０は、クロマ固有のモード（例えば、ＬＭモード）が隣接ブロックから得られる場合
、そのようなクロマ固有のモードを考慮しないであろう。
【０１６７】
　[0166]このインプリメンテーションの例となる使用事例が以下に説明される。ビデオエ
ンコーダ２０は、ＬＭモードを使用してクロマブロックをイントラ予測し得、そのため、
有効状態に設定されたＬＭフラグをシグナリングし得る。クロマブロックがＬＭ予測モー
ドを使用して符号化されていることに基づいて、ビデオエンコーダ２０は、クロマブロッ
クについてのＭＰＭ候補リスト内の位置を示すＭＰＭインデックスをシグナリングし得る
。この例となる使用事例は、クロマブロックについての予測モードがＭＰＭ候補リスト中
の候補であるか全く候補でないかを示すインジケーションをビデオデコーダ３０に最初に
提供するためにビデオエンコーダ２０が１ビットフラグを使用し得ることを例示する。ク
ロマブロックに対して使用される予測モードがＭＰＭ候補リストからの候補である場合か
つその場合に限り、ビデオエンコーダ２０は、クロマブロックを予測するためにＭＰＭ候
補リストのどのモードが使用されるかをビデオデコーダ３０に示すためにインデックスを
シグナリングし得る。このように、ビデオエンコーダ２０は、最初に１ビットフラグを使
用し、その後このフラグの値に基づいて、インデックス値をシグナリングするか全くしな
いかを決定することで帯域幅を節約し得る。
【０１６８】
　[0167]上述した技法のデコーダ側の態様が後述される。ビデオデコーダ３０は、符号化
済みビデオビットストリームにおいてＭＰＭフラグを受信し得る。ＭＰＭフラグの値が有
効状態に設定されている場合、ビデオデコーダ３０もまた、適切なクロマブロックに関し
て、ＭＰＭ候補リスト中の特定のＭＰＭ候補のインデックスに対応するＭＰＭインデック
スを受信し得る。例えば、ビデオデコーダ３０は、クロマブロックについての１つまたは
複数のＤＭモードをＭＰＭ候補リストに最初に加えることで、ＭＰＭ候補リストを構築し
得る。上述したように、ビデオデコーダ３０は、クロマブロックの再構築について複数の
ＤＭモードを識別し得る。しかしながら、いくつかのシナリオでは、ビデオデコーダ３０
が、クロマブロックについて単一のＤＭモードを識別し得ることは認識されるであろう。
ＤＭモードをＭＰＭ候補リストに加えた後、ビデオデコーダ３０は、隣接ブロックからの
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他のクロマモードをＭＰＭ候補リストに加え得る。代替的に、または加えて、ビデオデコ
ーダ３０は、例えば、Ｓｅｒｅｇｉｎに記載されているルーマＭＰＭ候補リスト構築プロ
セスを使用することで、デフォルトモードを加え得る。
【０１６９】
　[0168]代替的に、ビデオデコーダ３０は、ルーマモードＭＰＭ候補リストに関する方法
と同じ方法でクロマＭＰＭ候補リストを構築し得る。例えば、ビデオデコーダ３０は、Ｓ
ｅｒｅｇｉｎに記載されている順序でいくつかの隣接ブロックをチェックし得る。これら
のインプリメンテーションでは、ビデオデコーダ３０は、ＬＭモードおよび／または他の
クロマ固有のイントラ予測モードを、ビデオデコーダ３０が他のイントラ予測モードを処
理するのと同様に処理し得る。さらに、ビデオデコーダ３０は、同一のイントラ予測モー
ドが複数のソースから加えられることから生じる冗長性を取り除くためにＭＰＭ候補リス
トをプルーニングし得る。
【０１７０】
　[0169]一例では、ビデオエンコーダ２０は、ＬＭモードおよび／またはクロマ成分のコ
ード化にのみ使用される他の予測モードのような、クロマ成分にのみ適用される１つまた
は複数のクロマ固有のモードの使用量を示すためにフラグを最初にシグナリングし得る。
選択された予測モードがクロマ固有のモードでない（すなわち、上述したフラグが無効状
態に設定されているとビデオデコーダ３０が決定する）場合、ビデオデコーダ３０は、Ｍ
ＰＭフラグをさらに受信し得る。この例となるインプリメンテーションでは、隣接ブロッ
クから継承されるクロマ予測モードをＭＰＭリストに加えるとき、ビデオデコーダ３０は
、クロマ固有のモード（例えば、ＬＭモード）が隣接ブロックから得られる場合、そのよ
うなクロマ固有のモードを考慮しないであろう。
【０１７１】
　[0170]このインプリメンテーションの例となる使用事例が以下に説明される。ビデオデ
コーダ３０は、有効状態に設定されているＬＭフラグを受信し得、したがって、ＬＭモー
ドイントラ予測を使用してクロマブロックを再構築し得る。クロマブロックがＬＭ予測モ
ードを使用して符号化されていることに基づいて、ビデオデコーダ３０は、クロマブロッ
クについてＭＰＭ候補リスト内の位置を示すＭＰＭインデックスを受信し得る。この例と
なる使用事例は、クロマブロックについての予測モードがＭＰＭ候補リスト中の候補であ
るか全く候補でないかを最初に決定するためにビデオデコーダ３０が１ビットフラグを使
用し得ることを例示する。予測モードが、ＭＰＭ候補リストからの候補でない場合、ビデ
オデコーダ３０は、クロマブロックを予測するためにＭＰＭ候補リストのどのモードが使
用されるかを示すインデックスをビデオエンコーダ２０がシグナリングする必要性を除去
する。このように、ビデオデコーダ３０は、ビデオエンコーダ２０がインデックス値をシ
グナリングすることを必要とされるインスタンスの数を低減することで帯域幅を節約し得
、これは、１ビットフラグをシグナリングするより帯域幅集約型であり得る。
【０１７２】
　[0171]いくつかの例では、ＬＭモードに加えて、ビデオエンコーダ２０および／または
ビデオデコーダ３０は、他のクロマ特有のまたはクロマ固有のイントラ予測モードをＭＰ
Ｍリストに加え得、残りのイントラ予測モードをリストのデフォルトモードとして加え得
る。代替的に、ビデオエンコーダ２０は、ＭＰＭフラグを最初にシグナリングし得、ＭＰ
Ｍリストを構築する際に、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、
隣接ブロックがＬＭモードを使用して予測されるか否かにかかわらず、隣接ブロックのク
ロマ予測モードを常に考慮し得る。別の例では、ＬＭモードがＭＰＭリストに加えられな
いる場合、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、ＬＭモードを第
１のデフォルトモードとして加え得る。別の例では、ビデオエンコーダ２０および／また
はビデオデコーダ３０は、ＭＰＭ候補リストからのＬＭおよびモードだけを使用し得、デ
フォルトモードを完全に取り除き得る。いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０（およ
びオプションで、ビデオデコーダ３０）は、加えられるデフォルトモードの総数が「Ｋ」
で表される所定の整数値より少ない場合にのみ、既存のデフォルトモードを加え得る。１
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つのそのような例では、Ｋは、４の値に設定される。
【０１７３】
　[0172]いくつかの例では、１つのＤＭのみ許容されるとき、対応するルーマブロックを
有する左上コーナーからルーマイントラ予測モードを得る代わりに、ビデオエンコーダ２
０および／またはビデオデコーダ３０は、ルーマイントラ予測モードをＤＭモードとして
選択するために、以下のルールのうちの１つまたは複数を使用し得る。そのようなルール
の一例では、ルーマイントラ予測モードは、対応するルーマブロック内で最も頻繁に使用
されるモードである。一例では、特定の走査順序に基づいて、ビデオエンコーダ２０およ
び／またはビデオデコーダ３０は、対応するルーマブロック内の各単位のイントラ予測モ
ードをトラバースし、既存のルーマ予測モードの出現数を記録し得る。ビデオエンコーダ
２０および／またはビデオデコーダ３０は、最大の出現数を有するモードを選択し得る。
すなわち、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、対応するルーマ
ブロックのサイズ（すなわち、エリア）の大部分をカバーするルーマイントラ予測モード
を選択し得る。２つの予測モードが、対応するルーマブロックにおいて同じ量の使用量を
有するとき、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、走査順序に基
づいて、最初に検出される予測モードを選択し得る。ここで、単位は、ルーマ／クロマイ
ントラ予測についての最小ＰＵ／ＴＵサイズとして定義される。いくつかの例では、走査
順序は、ラスタ／ジグザグ／対角／ジグザグ走査順序またはコード化順序であり得る。
【０１７４】
　[0173]代替的に、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、ルーマ
ブロックの中央位置から走査を開始し、特定の順序で境界へとトラバースし得る。代替的
に、または加えて、走査／単位は、ＰＵ／ＴＵサイズに依存し得る。代替的に、特定の走
査順序に基づいて、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、対応す
るルーマブロック内の各ＰＵ／ＴＵ／ＣＵのイントラ予測モードをトラバースし、既存の
ルーマ予測モードの出現数を記録し得る。ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデ
コーダ３０は、最大の出現数を有するモードを選択し得る。２つのモードが、ルーマブロ
ックにおいて同じ量の使用量を有するとき、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオ
デコーダ３０は、走査順序に基づいて最初に現れる（すなわち、最初に検出される）予測
モードを選択し得る。いくつかの例では、走査順序は、ラスタ／ジグザグ／対角／ジグザ
グ走査順序またはコード化順序であり得る。代替的に、走査は、ＰＵ／ＴＵサイズに依存
し得る。
【０１７５】
　[0174]別の代替例では、単一の許容されるＤＭモードに関して上で説明した例について
、２つ以上のモードが、対応するルーマブロックにおいて等しい数の出現数を有するとビ
デオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０が決定する場合、ビデオエンコー
ダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、ルーマブロックにおいて等しい数の出現を
有するモードのうちの１つを選択し得る。選択は、ＰＵ／ＴＵサイズのおよび／またはこ
れらの複数のルーマモードのモードインデックスに依存し得る。代替的に、３２×３２よ
り大きいブロックサイズのような特定のブロックサイズについて、ビデオエンコーダ２０
および／またはビデオデコーダ３０は、この単一ＤＭベースのルールにしたがって、対応
するルーマブロックのルーマイントラ予測モードの部分（例えば、部分的なサブセット）
だけを評価し得る。
【０１７６】
　[0175]単一ＤＭモードシナリオに関するそのようなルールの別の例として、ビデオエン
コーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、対応するルーマブロックの中央位置に
関連するルーマイントラ予測モードを選択し得る。一例では、ビデオエンコーダ２０およ
び／またはビデオデコーダ３０は、４：２：０色フォーマットのための座標タプル（２ｘ
＋Ｗ－１，２ｙ＋Ｈ－１）にしたがって中央位置を定義し得る。代替的に、ビデオエンコ
ーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、中央位置が次のように定義されることを
定義し得る：
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　　　－ＷおよびＨの両方が２に等しい場合、ビデオエンコーダ２０および／またはビデ
オデコーダ３０は、位置（２ｘ，２ｙ）を中央位置として使用し得る。　
　　　－上記以外の場合で、Ｈが２に等しい場合、ビデオエンコーダ２０および／または
ビデオデコーダ３０は、位置（２ｘ＋（２＊Ｗ／４／２－１）＊４，２ｙ）を中央位置と
して使用し得る。　
　　　－上記以外の場合で、Ｗが２に等しい場合、ビデオエンコーダ２０および／または
ビデオデコーダ３０は、位置（２ｘ，２ｙ＋（２＊Ｈ／４／２－１）＊４）を中央位置と
して使用し得る。　
　　　－上記以外の場合（例えば、ＨおよびＷの両方が４に等しくない場合）、（２ｘ＋
（２＊Ｗ／４／２－１）＊４，２ｙ＋（２＊Ｈ／４／２－１）＊４）が中央位置として使
用される。
【０１７７】
　[0176]本開示の技法のいくつかの例によれば、すべてのブロックに対して同じデフォル
トモードを使用する代わりに、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０
は、対応するルーマブロックから導出されたモードをデフォルトモードとみなし得る。一
例では、デフォルトモードの総数は、対応するルーマブロックから導出されるモードをよ
り多く含むために増やされる。別の例では、既存のデフォルトモードは、加えられたデフ
ォルトモードの総数がＫ（１つ非限定的な例では、Ｋは４に設定される）より少ないとき
にのみ加えられる。
【０１７８】
　[0177]図１２Ａおよび１２Ｂは、本開示の１つまたは複数の態様に係る、クロマ予測モ
ードの適応型順序付けのための隣接ブロックセクションを例示する。本開示の技法のいく
つかの例によれば、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、順序が
隣接ブロックのクロマモードに依存し得るように、クロマモードの適応型順序付けを適用
し得る。一例では、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、ＤＭお
よび／またはＬＭモードのような特有のモードにのみ適応型順序付けを適用し得る。別の
例では、隣接ブロックは、図１２Ａに描写されるように、５つの隣接ブロックである。代
替的に、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、２つの隣接ブロッ
ク、例えば、図１２Ａに示されるようなＡ１およびＢ１または図１２Ｂに示される上（Ａ
）および左（Ｌ）のブロック、だけを使用し得る。一例では、ビデオエンコーダ２０およ
び／またはビデオデコーダ３０は、すべての利用可能な隣接するイントラコード化された
ブロックがＬＭモードでコード化されるとき、ＬＭモードをＤＭモードの前に置き得る。
代替的に、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、利用可能な隣接
するイントラコード化されたブロックのうちの少なくとも１つがＬＭモードでコード化さ
れるとき、ＬＭモードをＤＭモードの前に置き得る。
【０１７９】
　[0178]本開示のいくつかの例によれば、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデ
コーダ３０は、エントロピーコード化の前にクロマシンタックス値を再順序付けするため
にルーマ情報を使用し得る。一例では、ルーマブロックのＮＳＳＴインデックスは、クロ
マＮＳＳＴインデックスのコード化順序を更新するために使用され得る。このケースでは
、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、クロマブロックのインデ
ックスが、対応するルーマブロックのＮＳＳＴインデックスと同じであるかどうかを示す
ビンを最初に符号化／復号し得る。別の例では、ビデオエンコーダ２０および／またはビ
デオデコーダ３０は、クロマＡＭＴ（adaptive multiple transform）インデックスのコ
ード化順序を更新するために、ルーマブロックのＡＭＴインデックスを使用し得る。この
ケースでは、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、クロマブロッ
クのインデックスが、対応するルーマブロックのＡＭＴインデックスと同じであるかどう
かを示すために、ビンを最初に符号化／復号し得る。ビデオエンコーダ２０および／また
はビデオデコーダ３０は、インデックス／モードがルーマ成分とクロマ成分とで異なり得
るが、方法がルーマ成分およびクロマ成分の両方に適用可能である任意の他のシンタック
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スに対して別の（例えば、類似した）やり方を使用し得る。
【０１８０】
　[0179]本開示のいくつかの例によれば、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデ
コーダ３０は、導出が、対応するルーマブロックのルーマイントラ予測モードに基づくよ
うに、１つのクロマブロックに対してＬＭパラメータの複数のセットを導出し得る。一例
では、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、最大でＫ個のセット
のパラメータを導出し得、ここで、「Ｋ」は整数値を表す。一例では、「Ｋ」は、２の値
に設定される。別の例では、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は
、対応するルーマブロックに位置するサンプルのイントラ予測モードに基づいて、隣接ル
ーマ／クロマサンプルをＫ個のセットに分類し得る。ビデオエンコーダ２０および／また
はビデオデコーダ３０は、対応するルーマブロックに位置するサンプルのイントラ予測モ
ードに基づいて、対応するルーマブロック内のルーマサンプルをＫ個のセットに分類し得
る。別の例では、２つのイントラ予測モードが「離れている」と考えられるとき、例えば
、モードインデクスの絶対値が閾値より大きい場合、ビデオエンコーダ２０および／また
はビデオデコーダ３０は、異なるパラメータを使用するものとして、対応するサブブロッ
クおよび隣接サンプルとをみなし得る。
【０１８１】
　[0180]本開示のいくつかの例によれば、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデ
コーダ３０は、現在のクロマブロックを符号化／復号するために複合ＤＭモードを使用し
得る。本開示の複合ＤＭモードによれば、ビデオエンコーダ２０は、２つ以上の識別され
たイントラ予測モードから生成された予測ブロックの加重和を使用して予測ブロックを生
成し得る。ビデオエンコーダ２０は、２つ以上のイントラ予測モードを識別し得、これら
は、コロケートされているルーマブロックを符号化するために使用されるか、隣接クロマ
ブロックを符号化するために使用されるか、対応するルーマブロックの隣接を符号化する
ために使用される。次いで、ビデオエンコーダは、識別されたイントラ予測モードの各々
の予測ブロックを生成し得、２つ以上の生成された予測ブロックの加重和をこの複合ＤＭ
モードの予測ブロックとして導出し得る。
【０１８２】
　[0181]一例では、この複合ＤＭモードの予測ブロックを生成するための重みは、対応す
るルーマブロックに適用される各識別されたイントラ予測モードのエリアサイズに依存す
る。代替的に、識別された各イントラ予測モードについての予測ブロックの重みは、現在
の画素の位置と、現在の識別されたイントラ予測モードが現在の画素をカバーしているか
どうかとに依存し得る。別の代替例では、重みは、識別された各イントラ予測モードにつ
いて同一である。別の代替例では依然として、ビデオエンコーダ２０および／またはビデ
オデコーダ３０は、予め定義された重みのセットを利用し得る。さらに別の代替例では、
または加えて、ビデオエンコーダ２０は、各ＣＴＵ／ＣＵ／ＰＵ／ＴＵについての重みの
インデックスをシグナリングし得る。デフォルトモード（表７．１に示されるような非Ｄ
Ｍおよび非ＬＭモード）をシグナリングするとき、デフォルトモードが、複合ＤＭモード
を生成するために識別されている場合、ビデオエンコーダ２０は、デフォルトモードを、
複合ＤＭモードを生成するために識別されない他のイントラ予測モードと置き換え得る。
【０１８３】
　[0182]図１３Ａおよび１３Ｂは、上述した複数のＤＭモード選択ベースの技法にしたが
ってクロマイントラ予測モードを選択するためにビデオエンコーダ２０およびビデオデコ
ーダ３０が使用し得るブロック位置の例を例示する概念図である。クロマコード化のため
の複数のＤＭモードベースの選択に関する１つの例となるインプリメンテーションが以下
に説明される。上で説明したように、本開示の態様にしたがって、ビデオエンコーダ２０
（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、ＤＭモードの選択を実行し得る。すな
わち、いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０は、ＤＭ候補リストを明示的にシグナリ
ングし得、ビデオデコーダ３０が同じくＤＭ候補リストを作成する必要性がなくす。他の
例では、ビデオエンコーダ２０は、ＤＭ候補リストから、選択された候補のインデックス
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だけをシグナリングし得、ビデオデコーダ３０が、ビデオデコーダ３０が同じく作成する
ＤＭ候補リストから候補を選択することを可能にする。
【０１８４】
　[0183]図１３Ａは、ルーマ成分（ルーマブロック２０２）のサブブロックにおいて使用
される予測モードを例示する。図１３Ｂは、ＨＥＶＣ技法にしたがった、クロマブロック
２０４に関するルーマモード継承を例示する。示されるように、ルーマブロック２０２の
左上サブブロックからの予測モード（すなわち、モードＬ（１））は、ＨＥＶＣ技法にし
たがって、クロマブロック２０４の左領域に関して継承される。図１３Ａに示されるよう
に、中央（Ｃ０）、左上（ＴＬ）、右上（ＴＲ）、左下（ＢＬ）、および右下（ＢＲ）に
位置しているサブブロックに使用されるルーマモードが、（例えば、ビデオエンコーダ２
０およびオプションでビデオデコーダ３０によって）取得される。これらのモードは、頭
文字語ＤＭＣ、ＤＭＴＬ、ＤＭＴＲ、ＤＭＢＬ、ＤＭＢＲで表される。いくつかの代替例
では、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、Ｃ０選択
を、位置Ｃ１および／またはＣ２および／またはＣ３において使用されたモードの選択と
置き換え得る。加えて、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３
０）は、ルーマブロック２０２の大部分のエリアをカバーするルーマモードを候補ＤＭモ
ードとしてＤＭ候補リストに加え得る。ルーマブロック２０２の最大のエリアをカバーす
るルーマモードは、頭文字「ＤＭＭ」で表される。
【０１８５】
　[0184]ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、後述さ
れる１つまたは複数の技法を使用してＤＭ候補リストを構築し得る。ＤＭＣ、ＤＭＴＬ、
ＤＭＴＲ、ＤＭＢＬ、およびＤＭＢＬを含む候補のグループからの候補の数（「Ｎ」で表
される）は、所定の順序にしたがって、ＤＭ候補リストに加えられ得る。一例では、「Ｎ
」は、６に設定され、順序は、次の通りであり得る：ＤＭＣ，ＤＭＭ，ＤＭＴＬ，ＤＭＴ
Ｒ，ＤＭＢＬ，ＤＭＢＲ。１つの代替例では、「Ｎ」は、５に設定され、順序は、次の通
りであり得る：ＤＭＣ，ＤＭＴＬ，ＤＭＴＲ，ＤＭＢＬ，ＤＭＢＲ。候補リストを作成す
る際、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、各そのよ
うな候補をＤＭ候補リストに加える前に、前に加えられた候補の部分的なサブセット（例
えば、真のサブセット）またはすべての候補に対して各候補をプルーニングし得る。２つ
の例となる順序が上述されているが、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデ
オデコーダ３０）が、本開示の態様に係る、様々な他の順序も使用し得ることは認識され
るべきである。候補リスト中のＤＭモードの総数が「Ｍ」であると仮定すると（ここで、
「Ｍ」は正の整数である）、デフォルトモードの総数は、「Ｆ」で表され、ＤＭ候補リス
トの特定の候補は、ＤＭｉで表される。この表記法では、下付き文字「ｉ」は、０～Ｍ－
１の範囲の整数値を表す。
【０１８６】
　[0185]ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、ＤＭ候
補およびデフォルトモードの間でプルーニングを使用適用し得る。すなわち、ＤＭ候補リ
ストを作成する際、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）
は、デフォルトモードに対してＤＭ候補をプルーニングし得る。１つの代替例では、ＤＭ

ｉごとに、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、ＤＭ

ｉをデフォルトモードの各々と比較し得る。任意のデフォルトモードがＤＭｉと同一であ
ることが分かると、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）
は、（ＤＭｉと同一であることが分かった）第１のそのようなデフォルトモードを代替モ
ードと置き換え得る。例えば、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコ
ーダ３０）は、プルーニングされたデフォルトモードを、（Ｋ－１－ｉ）に等しいインデ
ックス値を有するモードと置き換え得、ここで、「Ｋ」は、対応するルーマブロックにつ
いてのルーマ予測モードの総数である。これらの動作のための例となる疑似コードは次の
通りである：
for ( i = 0; i < M; i++)
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{
 DMIdx = DMi;
 for ( j = 0; j < F; j ++) //suppose 4 default modes
 {
　　if( DMIdx == j-th default mode )
　 {
　 j-th default mode = Mode (K-1-i)
　 }
 }
}
【０１８７】
　[0186]例えば、デフォルトモードは、モード０（平面）モード５０（垂直方向）、モー
ド１８（水平方向）、およびモード１（ＤＣ）であり得、ＤＭ候補リストは、｛モード０
，モード６３，モード５０，モード１｝でありる。プルーニングプロセスの後、デフォル
トモードは、次のセットと置き換えられる：｛モード６６，モード６４，モード１８，モ
ード６３｝。別の代替例では、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコ
ーダ３０）は、フルプルーニングを適用し得、ここで、各デフォルトモードは、すべての
ＤＭモードに対してプルーニングされる。すなわち、デフォルトモードごとに、デフォル
トモードは、すべてのＤＭモードと比較される。ＤＭモードのうちの１つが、現在調査さ
れているデフォルトモードと同一であることをステップバイステップ比較が示す場合、デ
フォルトモードは、最後の非ＤＭモードと置き換えられる。この例についての例となる疑
似コードは以下の通りである：
Bool ModeAdded [K];
memset ( ModeAdded, false, K*sizeof(Bool)); //initialized to be false
for ( i = 0; i < M; i++)
{
 ModeAdded [DMi] = true;　//set the flag to be true when the corresponding intra
 mode is added as DM
}
Set variable LastAvailModeIdx = K-1;
for ( i = 0; i < F; i ++)　　　　　　　　　　　　　 //loop each default mode
{
　if( ModeAdded [i-th default mode] == true) //has been added to the chroma mode
 
 //list
　{ 
　　 for( j= LastAvailModeIdx; j >=0; j--)
　　 {
　　　　if( ModeAdded [j] == true) //hasn’t been added to the chroma mode list
　　　 {
　　　　　 i-th default mode = mode j; //default mode is replaced by the last 
// available mode
　　　　　LastAvailModeIdx = j - 1;　 //update the variable to record the last 
// index that may be not added
　　　　　break;
　　　　}
　　 }　　
　}
}
【０１８８】



(49) JP 2019-528025 A 2019.10.3

10

20

　[0187]ビデオエンコーダ２０は、クロマモードのシグナリングをインプリメントするた
めに、本開示の複数のＤＭモードベースの技法の様々な態様をインプリメントし得る。ビ
デオエンコーダ２０は、以下の部分を含むプロセスにしたがってクロマモードを符号化し
得る。１つの部分として、ビデオエンコーダ２０は、クロマ成分にのみ適用可能な予測モ
ード（例えば、ＬＭ、これはクロマ符号化に特有である）のうちの任意のものの使用量を
示すために、１ビットフラグを符号化し、シグナリングし得る。クロマブロックが、その
ようなクロマ固有のモードにしたがって符号化される場合（それによって、ビデオエンコ
ーダ２０に、フラグを有効状態に設定させる）、ビデオエンコーダ２０は、追加的に、そ
の特有のモードについてのインデックスを符号化し、シグナリングし得る。
【０１８９】
　[0188]追加的に、ビデオエンコーダ２０は、対応するルーマブロックから導出されるモ
ードの使用量を示すためにフラグを符号化し、シグナリングし得る。すなわち、ビデオエ
ンコーダ２０が、対応するルーマブロックに使用される予測モードに基づいてクロマブロ
ックを符号化するための予測モードを選択した場合、ビデオエンコーダ２０は、フラグを
有効状態に設定し得る。次に、クロマブロックが、対応するルーマブロックから継承され
た予測モードを使用して符号化される場合、ビデオエンコーダ２０は、追加的に、対応す
るルーマブロックから選択されたモードについてのインデックスを符号化し、シグナリン
グし得る。
【０１９０】
　[0189]クロマブロックがクロマ固有の予測モードにしたがってもルーマブロック導出さ
れた予測モードにしたがっても符号化されないとビデオエンコーダ２０が決定する場合、
ビデオエンコーダ２０は、残りのモードを識別する情報を符号化し、シグナリングし得る
。ビデオエンコーダ２０は、異なる順序にしたがって、クロマ符号化の上にリストされた
部分／オプションをインプリメントし得る。異なる順序の例は、以下の表７．３および表
７．４または表８の通りである。
【０１９１】
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【表７．３】

【０１９２】
【表７．４】
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【０１９３】
【表８】

【０１９４】
　[0190]上で説明したように、本開示の態様は、ルーマモードとクロマモードの単一化を
対象としている。ルーマモードとクロマモードの単一化の例となるインプリメンテーショ
ンが以下に説明される。最確モード（ＭＰＭ）候補の許容される総数は、以下にＮｍｐｍ

で表される。ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、以下の部分を
含むようにクロマイントラモードのモードリストを構築し得る：　
　　　－ＬＭモード、および　
　　　－ＭＰＭモード。
【０１９５】
　[0191]ＭＰＭモード部分は、ＤＭ候補リストとクロマモード部分とを含み得る。ビデオ
エンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、ＤＭｃａ複数のＤＭモ
ードを用いて上で説明したものと同じ技法を使用して、単一化された候補リストのＤＭ候
補リスト部分を作成し得る。ＭＰＭモードのクロマモード部分に関して、ビデオエンコー
ダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、現在コード化されているクロマ
ブロックの隣接ブロックからクロマモードを導出し得る。例えば、隣接ブロックからクロ
マモードを導出するために、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコー
ダ３０）は、ルーマモードのために使用されるＭＰＭ構築プロセスを再使用し得る。上で
説明したリスト構築プロセスを実行した後に、ＭＰＭ候補の総数が依然としてＮｍｐｍよ
り小さい場合、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、
上で挙げたＪＶＥＴ－Ｃ００５５のように、様々なステップをインプリメントし得る。
【０１９６】
　[0192]例えば、上に明記されたリスト構築プロセスを実行した後に、ＭＰＭ候補の総数
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がＮｍｐｍの値より少ない場合、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデ
コーダ３０）は、次のモードを加え得る：左（Ｌ）、上（Ａ）、平面、ＤＣ、左下（ＢＬ
）、右上（ＡＲ）、および左上（ＡＬ）モード。ＭＰＭ候補リストが依然として完結して
いない場合（すなわち、ＭＰＭ候補の総数がＮｍｐｍの値より少ない場合）、ビデオエン
コーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）は、すでに含まれている角度モ
ードに－１および＋１を加え得る。ＭＰＭリストが依然として完結しておらず、ＭＰＭ候
補リストが依然として完結していない場合（すなわち、ＭＰＭ候補の総数がＮｍｐｍの値
より少ない場合）、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ３０）
は、デフォルトモード、すなわち、垂直、水平、２、および対対角モード、を加え得る。
【０１９７】
　[0193]ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０が識別し得る非ＭＰＭ
モードは、上で説明したＭＰＭ候補リスト構築プロセスに含まれない任意の残りのイント
ラ予測モードを含む。上で（例えば、ＪＶＥＴ－Ｃ００５５を参照する部分で）説明した
ルーマベースのＭＰＭリスト構築プロセスとの違いは、１つの候補が加えられるとき、加
えられる候補がＬＭモードでないことである。代替的または加えて、平面モードおよびＤ
Ｃモードは、すべての空間隣接（spatial neighbor）の後に加えられ得る。代替的に、ビ
デオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、ＪＶＥＴ－Ｃ００５５の技法
に置き換わるために１つまたは複数の他のＭＰＭリスト構築技法をインプリメントし得る
。
【０１９８】
　[0194]ルーマモードとクロマモードの単一化に関して、ビデオエンコーダ２０は、本開
示の様々なクロマモードシグナリング技法をインプリメントし得る。ビデオエンコーダ２
０は、以下の部分を含むプロセスにしたがってクロマモードを符号化し得る。１つの部分
として、ビデオエンコーダ２０は、クロマ成分にのみ適用可能な予測モード（例えば、Ｌ
Ｍモード、これはクロマ符号化に特有である）のうちの任意のものの使用量を示すために
、１ビットフラグを符号化し、シグナリングし得る。クロマブロックが、そのようなクロ
マ固有のモードにしたがって符号化される場合（それによって、ビデオエンコーダ２０に
、フラグを有効状態に設定させる）、ビデオエンコーダ２０は、追加的に、その特有のモ
ードについてのインデックスを符号化し、シグナリングし得る。
【０１９９】
　[0195]追加的に、ビデオエンコーダ２０は、ＭＰＭ候補リストに含まれるモードの使用
量を示すために、フラグを符号化し、シグナリングし得る。すなわち、ビデオエンコーダ
２０が、クロマブロックを符号化するための予測モードを選択し、かつ、選択された予測
モードがＭＰＭ候補リストに含まれる場合、ビデオエンコーダ２０は、フラグを有効状態
に設定し得る。次に、クロマブロックが、ＭＰＭ候補リストに含まれる予測モードを使用
して符号化される場合、ビデオエンコーダ２０は、追加的に、ＭＰＭ候補リストにおける
このモードの位置を示す、このモードについてのインデックスを符号化し、シグナリング
し得る。
【０２００】
　[0196]クロマブロックがクロマ固有の予測モードにしたがってもＭＰＭ候補リストに含
まれる予測モードにしたがっても符号化されないとビデオエンコーダ２０が決定する場合
、ビデオエンコーダ２０は、残りのモードを識別する情報を符号化し、シグナリングし得
る。ビデオエンコーダ２０は、異なる順序にしたがって、クロマ符号化の上にリストされ
た部分／オプションをインプリメントし得る。異なる順序の例は、以下の表８．１または
表9の通りである。
【０２０１】
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【０２０２】
　[0197]クロマイントラモードのモードリストが、（ルーマＭＰＭと同じように複数のＤ
Ｍモードおよび空間隣接からのモードを含む）ＬＭおよびＭＰＭ部分だけを含む場合、ビ
デオエンコーダ２０は、以下の表９に示されるように、さらに修正された方法でクロマモ
ードのシグナリングをインプリメントし得る：
【０２０３】
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【表９】

【０２０４】
　[0198]別の代替例では、ビデオエンコーダ２０（およびオプションで、ビデオデコーダ
３０）は、常に、（平面、ＤＣ、水平、垂直モードのような）デフォルトモードをＭＰＭ
候補リストに加え得る。一例では、ＭＰＭ候補リストのＮｍｐｍ個の候補が、上で説明し
た技法のうちの１つまたは複数を用いて最初に構築され得る。次いで、デフォルトモード
のうちの不足しているモードが、最後の１つまたは複数のＭＰＭ候補に置き換わり得る。
【０２０５】
　[0199]図１４は、本開示の態様に係る、ビデオデコーダ３０の処理回路が実行し得る例
となるプロセス２２０を例示するフローチャートである。プロセス２２０は、ビデオデー
タのルーマブロックを予測するのに利用可能な複数の導出モード（ＤＭ）がビデオデータ
のクロマブロックを予測するのにも利用可能であるとビデオデコーダ３０の処理回路が決
定するときに開始し得、クロマブロックは、ルーマブロックに対応し得る（２２２）。ビ
デオデコーダ３０は、クロマブロックに関して予測モードの候補リストを作成し得、候補
リストは、クロマブロックを予測するのに利用可能な複数のＤＭのうちの１つまたは複数
のＤＭを含む（２２４）。いくつかの非限定的な例では、ビデオデコーダ３０の処理回路
は、候補リストの１つまたは複数のＤＭの各それぞれのＤＭを示すデータを、符号化済み
ビデオビットストリームにおいて、受信し、候補リストを作成するために１つまたは複数
のＤＭの各それぞれのＤＭを示す受信したデータを再構築し得る。他の例では、ビデオデ
コーダ３０の処理回路は、候補リストを構築し得る。
【０２０６】
　[0200]ビデオデコーダ３０の処理回路は、候補リストの１つまたは複数のＤＭのうちの
任意のＤＭを使用してクロマブロックを復号すると決定し得る（２２６）。いくつかの非
限定的な例では、ビデオデコーダ３０の処理回路は、クロマブロックがＤＭのうちの１つ
を使用して符号化されることを示す１ビットフラグを、符号化済みビデオビットストリー
ムにおいて、受信し得る。候補リストの１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用
してクロマブロックを復号するとの決定に基づいて、ビデオデコーダ３０の処理回路は、
クロマブロックを復号するために使用されるべき、候補リストの選択されたＤＭを識別す
るインジケーションを復号し得る（２２８）。例えば、ビデオデコーダ３０の処理回路は
、候補リストにおける選択されたＤＭの位置を識別するインデックス値を示す（符号化済
みビデオビットストリームにおいて受信された）データを再構築し得る。次に、ビデオデ
コーダ３０の処理回路は、選択されたＤＭにしたがってクロマブロックを復号し得る（２
３０）。様々な例では、ルーマおよびクロマブロックを含むビデオデータは、ビデオデコ
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ーダ３０のメモリに記憶され得る。
【０２０７】
　[0201]いくつかの例では、候補リストに含まれる１つまたは複数のＤＭは、対応するル
ーマブロックの中央位置に関連する第１の予測モード、対応するルーマブロックの左上位
置に関連する第２の予測モード、対応するルーマブロックの右上位置に関連する第３の予
測モード、対応するルーマブロックの左下位置に関連する第４の予測モード、または対応
するルーマブロックの右下位置に関連する第５の予測モードのうちの１つまたは複数を含
み得る。いくつかの例では、候補リストは、１つまたは複数のＤＭの各々とは異なる１つ
または複数のクロマイントラ予測モードをさらに含み得る。いくつかのそのような例では
、クロマイントラ予測モードの各々は、クロマブロックの隣接クロマブロックを予測する
ために使用されるモードに対応する。いくつかの例では、候補リストの少なくとも１つの
それぞれのクロマイントラ予測モードは、クロミナンスデータを予測するためにのみ使用
されるクロマ固有の予測モードである。
【０２０８】
　[0202]図１５は、本開示の態様に係る、ビデオエンコーダ２０の処理回路が実行し得る
例となるプロセス２４０を例示するフローチャートである。プロセス２４０は、ビデオデ
ータのルーマブロックを予測するのに利用可能な複数の導出モード（ＤＭ）がビデオデー
タのクロマブロックの予測するのにも利用可能であるとビデオエンコーダ２０の処理回路
が決定するときに開始し得、クロマブロックは、ルーマブロックに対応する（２４２）。
様々な例では、ルーマおよびクロマブロックを含むビデオデータは、ビデオエンコーダ２
０のメモリに記憶され得る。ビデオエンコーダ２０は、クロマブロックに関して予測モー
ドの候補リストを作成し得、候補リストは、クロマブロックを予測するのに利用可能な複
数のＤＭのうちの１つまたは複数のＤＭを含む（２４４）。
【０２０９】
　[0203]ビデオエンコーダ２０の処理回路は、候補リストの１つまたは複数のＤＭのうち
の任意のＤＭを使用してクロマブロックを符号化すると決定し得る（２４６）。候補リス
トの１つまたは複数のＤＭのうちの任意のＤＭを使用してクロマブロックを符号化すると
の決定に基づいて、ビデオエンコーダ２０の処理回路は、クロマブロックを復号するため
に使用されるべき、候補リストの選択されたＤＭを識別するインジケーションを符号化し
得る（２４８）。例えば、ビデオエンコーダ２０の処理回路は、候補リストにおける選択
されたＤＭの位置を識別するインデックス値を示すデータを符号化し、符号化済みビデオ
ビットストリームにおいて符号化済みデータをシグナリングし得る。次に、ビデオエンコ
ーダ２０の処理回路は、選択されたＤＭにしたがってクロマブロックを符号化し得る（２
５０）。いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０の処理回路は、クロマブロックが線形
モデル（ＬＭ）モードを使用して符号化されるかどうかを示す１ビットフラグを、符号化
済みビデオビットストリームにおいて、シグナリングし得る。これらの例では、ビデオエ
ンコーダ２０の処理回路は、候補リストの１つまたは複数のＤＭの各それぞれのＤＭを示
すデータを、符号化済みビデオビットストリームにおいて、シグナリングし得る。
【０２１０】
　[0204]いくつかの例では、候補リストに含まれる１つまたは複数のＤＭは、対応するル
ーマブロックの中央位置に関連する第１の予測モード、対応するルーマブロックの左上位
置に関連する第２の予測モード、対応するルーマブロックの右上位置に関連する第３の予
測モード、対応するルーマブロックの左下位置に関連する第４の予測モード、または対応
するルーマブロックの右下位置に関連する第５の予測モードのうちの１つまたは複数を含
み得る。いくつかの例では、候補リストは、１つまたは複数のＤＭの各々とは異なる１つ
または複数のクロマイントラ予測モードをさらに含み得る。いくつかのそのような例では
、クロマイントラ予測モードの各々は、クロマブロックの隣接クロマブロックを予測する
ために使用されるモードに対応する。いくつかの例では、候補リストの少なくとも１つの
それぞれのクロマイントラ予測モードは、クロミナンスデータを予測するためにのみ使用
されるクロマ固有の予測モードである。いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０の処理



(56) JP 2019-528025 A 2019.10.3

10

20

30

40

50

回路は、１つまたは複数のＤＭのうちの少なくとも２つのＤＭが同一であると決定し得、
少なくとも２つの同一のＤＭのうちの厳密に１つのＤＭを候補リストに含め得る。
【０２１１】
　[0205]図１６は、本開示の態様に係る、ビデオデコーダ３０の処理回路が実行し得る例
となるプロセス２６０を例示するフローチャートである。プロセス２６０は、ビデオデコ
ーダ３０の処理回路が、ビデオデコーダ３０のメモリに記憶されたビデオデータのクロマ
ブロックについての最確モード（ＭＰＭ）候補リストを、このＭＰＭ候補リストが、クロ
マブロックに関連するビデオデータのルーマブロックに関連する１つまたは複数の導出モ
ード（ＤＭ）と、ビデオデータの輝度成分を復号するために使用可能な複数のルーマ予測
モードとを含むように作成するときに開始し得る（２６２）。いくつかの例では、ビデオ
デコーダ３０の処理回路は、１つまたは複数のＤＭをＭＰＭ候補リストに加え得、ＭＰＭ
候補リスト中の１つまたは複数のＤＭのすべての位置の後に生じるＭＰＭ候補リストの位
置に、クロマブロックの隣接クロマブロックから継承される１つまたは複数のクロマモー
ドを加え得る。
【０２１２】
　[0206]いくつかの例では、ビデオデコーダ３０の処理回路は、クロマブロックの１つま
たは複数の隣接クロマブロックを予測するためにＬＭモードが使用されたとの決定に応答
して、ＭＰＭ候補リストからＬＭモードの任意の追加のインスタンスを省略し得る。いく
つかの例では、ビデオデコーダ３０の処理回路は、クロマブロックがＬＭモードを使用し
て符号化されるかどうかを示す１ビットフラグを、符号化済みビデオビットストリームに
おいて、受信し得る。１つのシナリオでは、ビデオデコーダ３０の処理回路は、受信した
１ビットフラグが無効状態に設定されると決定し得、ＭＰＭ候補リストの特有のモードに
対応するＭＰＭインデックスを受信し得、受信した１ビットフラグが無効状態に設定され
ていることに基づいて、受信したＭＰＭインデックスに対応する特有のモードを選択し得
る。別のシナリオでは、ビデオデコーダ３０の処理回路は、受信した１ビットフラグが有
効状態に設定されていると決定し得、受信した１ビットフラグが有効状態に設定されてい
ることに基づいて、ＭＰＭ候補リストからＬＭモードを選択し得る。
【０２１３】
　[0207]いくつかの例では、ビデオデコーダ３０の処理回路は、クロマブロックに関連す
るデフォルトモードの数が所定の閾値を満たすかどうかを決定し得る。デフォルトモード
の数が所定の閾値を満たすとの決定に基づいて、ビデオデコーダ３０の処理回路は、デフ
ォルトモードの各デフォルトモードをＭＰＭ候補リストに加え得、ＭＰＭ候補リストから
デフォルトモードのすべてを省略し得る。ビデオデコーダ３０の処理回路は、ＭＰＭ候補
リストからモードを選択し得る（２６４）。次に、ビデオデコーダ３０の処理回路は、Ｍ
ＰＭ候補リストから選択されたモードにしたがってクロマブロックを復号し得る（２６６
）。
【０２１４】
　[0208]いくつかの例では、ＭＰＭ候補リストを作成するために、ビデオデコーダ３０の
処理回路は、１つまたは複数のＤＭをＭＰＭ候補リストに加え得、ＭＰＭ候補リスト中の
１つまたは複数のＤＭのすべての位置の後に生じるＭＰＭ候補リストの位置に、クロマブ
ロックの隣接クロマブロックから継承される１つまたは複数のクロマモードを加え得る。
いくつかの例では、ＭＰＭ候補リストを作成するために、ビデオデコーダ３０の処理回路
は、１つまたは複数の線形モデル（ＬＭ）モードをＭＰＭ候補リストに加え得る。１つの
そのような例では、ビデオデコーダ３０の処理回路は、１つまたは複数のＬＭモードが、
第１のＬＭモードの第１のインスタンスおよび第１のＬＭモードの１つまたは複数の追加
のインスタンスを備えると決定し得、第１のＬＭモードがクロマブロックの１つまたは複
数の隣接クロマブロックを予測するために使用されたとの決定に応答して、ＭＰＭ候補リ
ストからＬＭモードの１つまたは複数の追加のインスタンスを省略し得る。
【０２１５】
　[0209]いくつかの例では、ビデオデコーダ３０の処理回路は、クロマブロックがＬＭモ
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ードを使用して符号化されるかどうかを示す１ビットフラグを、符号化済みビデオビット
ストリームにおいて、受信し得、ここにおいて、ＭＰＭ候補リストからモードを選択する
ことは、１ビットフラグの値に基づく。いくつかのそのような例では、ビデオデコーダ３
０の処理回路は、１つまたは複数のＬＭモードが複数のＬＭモードを含むと決定し得、受
信した１ビットフラグが有効状態に設定されていると決定し得る。いくつかのそのような
例では、ビデオデコーダ３０の処理回路は、ＭＰＭ候補リスト中の複数のＬＭモードのう
ちの特定のＬＭモードの位置に対応するＬＭインデックスを受信し得、受信した１ビット
フラグが有効状態に設定されていることに基づいて、クロマブロックをコード化するため
に、受信したＬＭインデックスに対応する特定のＬＭモードを選択し得る。いくつかの例
では、ＭＰＭ候補リストからモードを選択するために、ビデオデコーダ３０の処理回路は
、受信した１ビットフラグが無効状態に設定されていると決定し得、ＭＰＭ候補リストの
特有のモードに対応するＭＰＭインデックスを受信し得、受信した１ビットフラグが無効
状態に設定されていることに基づいて、受信したＭＰＭインデックスに対応する特有のモ
ードを選択し得る。
【０２１６】
　[0210]いくつかの例では、ビデオデコーダ３０の処理回路は、クロマブロックに関連す
るデフォルトモードの数が所定の閾値を満たすかどうかを決定し得る。これらの例では、
ビデオデコーダ３０の処理回路は、（ｉ）デフォルトモードの数が所定の閾値を満たさな
いとの決定に基づいて、デフォルトモードの各デフォルトモードをＭＰＭ候補リストに加
えること、または（ｉｉ）デフォルトモードの数が所定の閾値を満たすとの決定に基づい
て、ＭＰＭ候補リストからのデフォルトモードのすべてを省略すること、のうちの１つを
実行し得る。
【０２１７】
　[0211]図１７は、本開示の態様に係る、ビデオエンコーダ２０の処理回路が実行し得る
例となるプロセス２８０を例示するフローチャートである。プロセス２８０は、ビデオエ
ンコーダ２０の処理回路が、ビデオエンコーダ２０のメモリに記憶されたビデオデータの
クロマブロックについての最確モード（ＭＰＭ）候補リストを、このＭＰＭ候補リストが
、線形モデル（ＬＭ）モードと、クロマブロックに関連するビデオデータのルーマブロッ
クに関連する１つまたは複数の導出モード（ＤＭ）と、ルーマブロックを復号するために
使用可能な複数のルーマ予測モードとを含むように作成するときに開始し得る（２８２）
。いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０の処理回路は、１つまたは複数のＤＭをＭＰ
Ｍ候補リストに加え得、ＭＰＭ候補リスト中の１つまたは複数のＤＭのすべての位置の後
に生じるＭＰＭ候補リストの位置に、クロマブロックの隣接クロマブロックから継承され
る１つまたは複数のクロマモードを加え得る。
【０２１８】
　[0212]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０の処理回路は、クロマブロックの１つ
または複数の隣接クロマブロックを予測するためにＬＭモードが使用されたとの決定に応
答して、ＭＰＭ候補リストからＬＭモードの任意の追加のインスタンスを省略し得る。い
くつかの例では、ビデオエンコーダ２０の処理回路は、クロマブロックがＬＭモードを使
用して符号化されるかどうかを示す１ビットフラグを、符号化済みビデオビットストリー
ムにおいて、シグナリングし得る。１つのシナリオでは、ビデオエンコーダ２０の処理回
路は、クロマブロックがＬＭモードを使用して符号化されないとの決定に基づいて、１ビ
ットフラグを無効状態に設定し得る。このシナリオでは、クロマブロックがＬＭモードを
使用して符号化されないとの決定、および、クロマブロックがＭＰＭ候補リストの特有の
モードを使用して符号化されるとの決定に基づいて、ビデオエンコーダ２０の処理回路は
、ＭＰＭ候補リストの特有のモードに対応するＭＰＭインデックスを、符号化済みビデオ
ビットストリームにおいて、シグナリングし得る。別のシナリオでは、ビデオエンコーダ
２０の処理回路は、クロマブロックがＬＭモードを使用して符号化されるとの決定に基づ
いて、１ビットフラグを有効状態に設定し得る。
【０２１９】
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　[0213]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０の処理回路は、クロマブロックに関連
するデフォルトモードの数が所定の閾値を満たすと決定し得る。デフォルトモードの数が
所定の閾値を満たすとの決定に基づいて、ビデオエンコーダ２０の処理回路は、デフォル
トモードの各デフォルトモードをＭＰＭ候補リストに加え得、ＭＰＭ候補リストからデフ
ォルトモードのすべてを省略し得る。ビデオエンコーダ２０の処理回路は、ＭＰＭ候補リ
ストからモードを選択し得る（２８４）。次に、ビデオエンコーダ２０の処理回路は、Ｍ
ＰＭ候補リストから選択されたモードにしたがってクロマブロックを符号化し得る。
【０２２０】
　[0214]いくつかの例では、ＭＰＭ候補リストを作成するために、ビデオエンコーダ２０
の処理回路は、１つまたは複数の線形モデル（ＬＭ）モードをＭＰＭ候補リストに加え得
る。いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０の処理回路は、クロマブロックがＭＰＭ候
補リストの１つまたは複数のＬＭモードのうちの任意のものを使用して符号化されるかど
うかを示す１ビットフラグを、符号化済みビデオビットストリームにおいて、シグナリン
グし得る。いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０の処理回路は、クロマブロックが候
補リストのどのＬＭモードを使用しても符号化されないとの決定に基づいて、１ビットフ
ラグを無効状態に設定し得、クロマブロックがＭＰＭ候補リストのどのＬＭモードを使用
しても符号化されないとの決定に基づいて、かつ、クロマブロックがＭＰＭ候補リストの
特有のモードを使用して符号化されるとの決定に基づいて、ＭＰＭ候補リストの特有のモ
ードに対応するＭＰＭインデックスを、符号化済みビデオビットストリームにおいて、シ
グナリングし得る。いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０の処理回路は、クロマブロ
ックがＭＰＭ候補リストの１つまたは複数のＬＭモードのうちの特定のＬＭモードを使用
して符号化されるとの決定に基づいて、１ビットフラグを有効状態に設定し得る。
【０２２１】
　[0215]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０の処理回路は、クロマブロックに関連
するデフォルトモードの数が所定の閾値を満たすかどうかを決定し得る。次に、ビデオエ
ンコーダ２０の処理回路は、次のうちの１つを実行し得る：（ｉ）デフォルトモードの数
が所定の閾値を満たさないとの決定に基づいて、デフォルトモードの各デフォルトモード
をＭＰＭ候補リストに加えること、または（ｉｉ）デフォルトモードの数が所定の閾値を
満たすとの決定に基づいて、ＭＰＭ候補リストからデフォルトモードのすべてを省略する
こと。
【０２２２】
　[0216]例によっては、本明細書で説明した技法のうちの任意のものの特定の動作（act
）またはイベントが、異なる順序で実行されることができ、追加、混合、または完全に省
略され得る（例えば、説明したすべての動作またはイベントが本技法の実施に必要なわけ
ではない）ことは認識されるべきである。さらに、特定の例では、動作またはイベントは
、連続というよりはむしろ、例えば、マルチスレッド処理、割込み処理、または複数のプ
ロセッサを通して、同時に実行され得る。
【０２２３】
　[0217]１つまたは複数の例では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファ
ームウェア、またはこれらの任意の組合せでインプリメントされ得る。ソフトウェアでイ
ンプリメントされる場合、これらの機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、
コンピュータ読取可能な媒体に記憶されるか、またはコンピュータ読取可能な媒体を通し
て送信され、ハードウェアベースの処理ユニットによって実行され得る。コンピュータ読
取可能な媒体は、例えば、通信プロトコルにしたがって、ある場所から別の場所へのコン
ピュータプログラムの移送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体、またはデータ記憶媒
体のような有体の媒体に対応するコンピュータ読取可能な記憶媒体を含み得る。このよう
に、コンピュータ読取可能な媒体は一般に、（１）非一時的である有形のコンピュータ読
取可能な記憶媒体または（２）信号または搬送波のような通信媒体に対応し得る。データ
記憶媒体は、本開示で説明した技法のインプリメンテーションのための命令、コード、お
よび／またはデータ構造を取り出すために、１つまたは複数のコンピュータまたは１つま
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たは複数のプロセッサによってアクセス可能な任意の利用可能な媒体であり得る。コンピ
ュータプログラム製品は、コンピュータ読取可能な媒体を含み得る。
【０２２４】
　[0218]限定ではなく例として、このようなコンピュータ読取可能な記憶媒体は、ＲＡＭ
、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスク記憶装置、
磁気ディスク記憶装置もしくは他の磁気記憶デバイス、フラッシュメモリ、またはデータ
構造もしくは命令の形式で所望のプログラムコードを記憶もしくは搬送するために使用可
能でありかつコンピュータによってアクセス可能な任意の他の媒体を備えることができる
。また、任意の接続は、厳密にはコンピュータ読取可能な媒体と称される。例えば、命令
が、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから、同軸ケーブル、光ファイバ
ーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、電波、およ
びマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して送信される場合、同軸ケーブル、光ファ
イバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、電波、およびマイクロ波のよう
なワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。しかしながら、コンピュータ読取可能な記
憶媒体およびデータ記憶媒体が、接続、搬送波、信号、または他の一時的な媒体を含むの
ではなく、代わりに、非一時的な有形の記憶媒体を対象としていることは理解されるべき
である。本明細書で使用される場合、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、コン
パクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多用途
ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、およびブルーレイディスクを含
み、ここで、ディスク（disk）は、通常磁気的にデータを再生し、ディスク（disc）は、
レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上の組合せもまた、コンピュータ読取可能
な媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０２２５】
　[0219]命令は、１つまたは複数のデジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、汎用マイク
ロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートア
レイ（ＦＰＧＡ）、または他の同等の集積またはディスクリート論理回路のような１つま
たは複数のプロセッサによって実行され得る。したがって、「プロセッサ」という用語は
、本明細書で使用される場合、前述の構造または本明細書で説明された技法のインプリメ
ンテーションに適した任意の他の構造のうちの任意のものを指し得る。加えて、いくつか
の態様では、本明細書で説明した機能性は、符号化および復号のために構成された専用ハ
ードウェアおよび／またはソフトウェアモジュール内に提供され得るか、複合コーデック
に組み込まれ得る。また、本技法は、１つまたは複数の回路または論理要素において完全
にインプリメントされることができる。
【０２２６】
　[0220]本開示の技法は、ワイヤレスハンドセット、集積回路（ＩＣ）またはＩＣのセッ
ト（例えば、チップセット）を含む、幅広い種類のデバイスまたは装置においてインプリ
メントされ得る。様々な構成要素、モジュール、またはユニットは、本開示では、開示さ
れた技法を実行するように構成されたデバイスの機能的な態様を強調するために説明され
ているが、必ずしも異なるハードウェアユニットによる実現を必要とするとは限らない。
むしろ、上で説明したように、様々なユニットは、コーデックハードウェアユニットへと
組み合わせられるか、適切なソフトウェアおよび／またはファームウェアと併せて、上で
説明した１つまたは複数のプロセッサを含む、相互動作するハードウェアユニットの集合
によって提供され得る。
【０２２７】
　[0221]様々な例が説明されている。これらの例および他の例は、以下の特許請求の範囲
の範囲内である。
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